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はじめに

鶴見大学歯学部長里村一人

わが国の医療系大学・学部の最低修業年限は6年で、他のどの理科系学部や文科系学部

よりも長い教育を受けることが求められています。これは取りも直さず、医学部、歯学部、

薬学部の卒業生がそれぞれ医師、歯科医師、薬剤師として、国民の生命・健康に直接的に

携わる職業人であり、そのためにはより多くの高度な知識、特殊な技能、そして他人を思

いやることのできる人格を身につける必要があるからに他なりません。学生の皆さんには、

今一度改めて、このことを自覚していただき、優れた医療人を目指すものとして真筆な態

度で勉学に励んでいただきたいと思います。

6年間は長丁場です。これを乗り切るためには、精神力、体力、忍耐力などが必要とな

ります。是非クラブ活動を通して体力や忍耐力を養うとともに、多くの友人を作って有意

義な学生生活を送って下さい。ただし、ここで1つだけよく理解しておいて欲しいことが

あります。学生諸君の本分は勉学であり、優れた歯科医師となることです。クラブ活動の

ために勉学が疎かとなり、結果学習成績が低下したり、留年を繰り返すようなことは、学

生として本末転倒です。皆さん自身が貴重な時間を無駄にするだけでなく、ご父母の方々

にもご心配やご負担をかけることとなります。また勉学は本来自分自身が積極的に行うも

のであり、消極的な態度や受け身の姿勢では効果は上がりません。講義や実習には必ず出

席し、そのときに理解できなかったこと、わかりにくかったことはすぐに質問して解決す

るようにしてください。

改正公職選挙法の成立に伴い、本学歯学部のすべての学生が有権者となりました。この

ことは、学生の皆さんが社会人としてより重い責任を負うようになったことを意味します。

ましてや皆さんは国民の生命・健康を守る医療人を目指そうとしている立場にあります。

是非、より一層日頃の生活習慣を正し、他人を不快にしない服装を心がけるとともに、指

定された場所以外での喫煙、不正薬物の使用等は絶対に行わないでください。われわれ教

職員は皆さんの勉学、学生生活を全力で支援します。何かあったらいつでも気軽に相談し

てください。

この「学習の手引き」には、他にも学生相談に関する事項や学内の諸規定、災害時の対

応など、重要な情報が記載されています。必ず一度は全体に目を通すようにしておいてく

ださい。
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第6学年総合歯科医学V試験の日程は、別に定める。
行事予定を変更する場合には、その都度掲示連絡する。

－3－



表（第1学年）

｢燕自由選択科目」は、卒粟に必饗な蝋位数には、含まない。

｢他学部開鱒科目」の屈修希盟肴は、教学課に相談すること。

4－

授粟科目名

配 当学年

1年

蔚用 後阿

2年

n用 後回

3年

蘭期掻用

4年

蘭用 掻用

5年

繭用 後刷

6年

日用 掻刷

合
叶

偶考

口腔保健学 1

地域歯科保健学 1

衛生学･公衆衛生学I。Ⅱ lI1

衛生学･口腔保健学饗習 1

保存修復学 11

同実習I。Ⅱ 11 1

歯間餌学 1

歯悶治鞭学実習 1

歯内癒法学 1

同実習 1

歯型彫刻実習I。Ⅱ 1 1 2

全鄙床養歯補綴学 1

同実習 2

認分床畏歯補綴学 1

同実習1．， ミ1 1

クラウンブリッジ補掛学 1

同実習1．，
C

G

1 1 2

口腔外科学I～V 211 1 1 5

歯科麻酔学 1

歯科燭正学絶践 ｌ
４
６
４
ｆ
０
ｌ

歯科屠正学各鎗 1

同実習 1

口腔唖麺面放射線学 1

口腔翻超面面愚検査学 1

rl跨鰯誌壺命盤… 1

小児歯科学絶践

小児歯科学各畿

1

1

同実習 1

高齢者歯科学 1

内科学I～Ⅲ 1 1 1

外科学 1

耳鼻咽喉科学 1

眼科学 1

皮虜科学 1

精神科学 1

小児科学 1

産蝿人科学 1

歯科法医学 1

銃

▲

ﾜﾒデｨｱﾙ蘭91・ロ

情幅リテラシー

医療人間科学

同実習1．，

歯科医学擾鎗

歯科医学史

I1

1

1

1 1

1

1

古
錘

汁会歯科学

麟蝕学

歯周腐の魁留と四床

1

1

1

UU

目

加齢の科学

有富者･障害者樹科学

救命救急歯科学

咬合学

､…ｲﾝﾗﾝﾄ学

絃合固床基自実習

1

1

1

1

3

1

3

峰合歯科医学I～Ⅳ 1 1 1
|

「 5

瞳床実習I。、
田
ｑ
も 2 10 42

総合歯科医学V 1010

小計 7 4 26 35 34 20 126

△ 計画 35 32 35 35 35 20 192

授蕊科目名

配 当学年

1年

嗣、狼用

2年

日用1後財

3年

蔚鳳 後用

4年

蘭用 陵用

5年

飼期 後期

6年

間用 使用

合

叶

備考

宗教学I。、 1 1 2

倫理学 1 1

心理学 1： 1

選

阜

動物学実験

““け6社会而動学

日本脇コミュニ
ケーシpン

ヨーロッパ文学

視聴覚教育科目

1

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

４
６
４
申
Ｉ
０
０
Ｇ
６
６
ｆ
６
Ｇ
十
ｇ
４
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
ｂ
■
仏

心
‐
ト
ワ
冒
凸
“
＋
ｃ
４
Ｇ
ｑ
Ｇ
Ｇ
６
０
Ｉ
Ｇ
十
Ｇ
ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
０
Ｇ
４
Ｇ
ｌ
Ｇ
４

1

５
科
目
５

１
単
位
透

単
位
の
う
ち

択
必
修

、

科
目

ｙ

生命伯理学

有椴化学Ⅱ

超高齢社会と
歯科医学

Ａ
８
Ｂ
２

．
ソ
ｏ
ｙ

７
７
殉
列
〃
ｙ

○
イ
○
イ

■
■
卜
ト
ー
一
，
ｊ
Ｘ
Ｘ
９
１

実用英語

中級ドイツ略

1

１
１
１
ｊ
ｌ
ｌ
１

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１

1

７
科
目
７
単
位
の
う
ち

１
単
位
遍
択
必
修

物 里学I～Ⅳ 2 2

基礎化学 1

有槻化学I 1

翻砲生物学 1
6

ヒトの圃胞逓伝学 1

発生学 1

化学演習 1 油習

生物学簡習 1 演習

基轡牛物学 1

英語I～、

英語Ⅳ・V

3

2

３
２
演習

燕海外英略研修 (1) （）
壷目由
沼沢

ドイツ語l

ドイツ路2

1

1
油習

保健体育鋼隆 1

体育実技I～、 1 1 11
ｬ

続計解析 1
C

C

C

梢報処理 1 油習

歯科医学英踊I・ロ Iil

実践歯学英踊 1

歯の解剖学 1

解剖学総箇・廿学 1

人体解剖学 1

同実習 1

頭頚部解剖学 1

同実習 1

組織学 1

同実習 1
ﾔ

『T姑*8蹴堂 1！

同実習 1

一般生理学 l：

砧琿・呼吸の生理学 1

口腔生理学 1

同実習 1

一般生化学 1

口腔生化学 1

生化学実習 1

分子生化学 1

一般偶理学 1

同実習 1

口腔鯛理学 1：

同実習 1：

基礎・一般微生物学 1 6

ﾛ“生物学･鯉免座学 1
中
ｅ
■
●

口腔微生物学実習 1！

歯科蕊理学I～、 1 1 1 6

歯科藁副学実習
6

11

歯科理工学I。、 1 1： 2

同実習 1§ 1

小叶 28 28 9 0 0 66



学科課 程表（第2学年）

｢漆自由遍択科目」は、卒業に必要芯雌位数には、含

｢他学部開騨科目」の屈修希望者は、敦学陳に相映す

－5－

授戴科目名

配 当学年

1年

的用 後期

2年

爵用 後朗

3年

嗣劇 後期

4年

閥期 後鯖

5年

前期 後期

6年

繭用 後期

合
計

僧寺

宗敦学1．， 1 1 2

倫理学 1 1

心理学 1 1

週

△同

動物学実験

函臆加ﾅ6世会行酵

日本語コミュニ
ケーショ ン

ヨーロッパ文学

視範党教育科目

1

１
１
１
１
１

１
１
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
１
１
１

1

５
脚
目
５
ｍ
位
の
う
ち

１
単
位
遺
択
必
修

泌
料
目

生命倫理学

有楓化学、

超高齢社会と
歯科医学

Ａ
８
沁
池
７
７
瑚
内
ｙ
ｙ
イ
イ
。
●

●
い
■
凸
卜
■

一
－
７
７
Ｘ
ス
リ
１

実用英晤

中級ドイツ語

1

１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１

1

７
科
目
７
叩
位
の
う
ち

１
噸
位
選
択
必
住

物 型学I～Ⅳ 2 2 4

基理化学 1

有樋化学I 1

圃瞳生物学 1

ヒトの細胞遺伝学 1

発生学 1

化学油習 1 油習

生物学油習 1 油習

基勘峨物学 1

英膳I～、

英踊Ⅳ・V

3

2

３
２
油翻

寮海外英晒研修 （） （）
壷
鵬

ドイツ路l

ドイツ婚2

1

1
演習

保健体育風曇 1

体育実技I～、 1 1 1

絞叶解枅 1

愉報処理 1 油習

歯科医学英絹I。Ⅱ 1 1

実践歯学英陪 1

歯の解剖学 1

解剖学絶践・骨学 1

人体解剖学 1

同実習 1

翻皿邸解剖学 1

同実習 1

組織学 1

同実習 1

口腔組織学 1

同実習 1

一般生理学 1

循珂・呼吸の生理学 1

口腔 畠理学 1

同 習 1

一般 化学 1

口腔
凸匠｡■

化学 1

生化 実習 】

分子 化学 1

一般 理学 1

同 晋 １

口腔鼎好理学 1

同！ 習 1

基圏・一般微生物学 1

､pを生鮮･甚留謹学 1

口腔微生物学実習 1

歯科薬理学I～Ⅲ 1 1 1

歯科蕊理学実習 1

歯科理工学I。Ⅱ 1 1 2

同実習 II 1

小計 28 28 9 0 1 0 66

授梨科目名

配 当学年

1年

繭用 後期

2年

蘭用 後用

3年

削卿撞用

4年

削期殺期

5年

蘭用 後用

6年

蘭用 後用

合
計

備考

口腔保健学 1

地域歯科保健学 1

衛生学･公県駐学I。Ⅱ 111

蚤生学･口腔保健学実習 1

保存修復学 1

同実習【。Ⅱ 1 1

歯周病学 1

歯間治痩学実習 11

歯内寂法学 ：1

同実習 1

歯型彫刻実習】。Ⅱ 1 1 6

全部床段歯補綴学 11

同実習 #2

部分床農歯補綴学 1

同実習I。Ⅱ 1 1

クラウンブリッジ臓鱈学 1

同実習I。Ⅱ 1：1 2

口腔外科学I～V 2 1 l§1 5

歯科麻酔学 ：1

歯科燭正学韓錯 1

歯科燭正学各諭 1

同実習 #1

ﾛ腔咽紐面放射線学 1
C

ヤ

口腔顎翻面画像検査学 1 6

口腔圃題面画便診断学 1：

小児歯科学絶醤 1；

小児歯科学各蛤 1

同実習 ；1

寓飴者歯科学 1

内科学【～、 1 I：1

外科学 1

耳鼻咽喚科学 1

眼科学 11

皮膚科学 1

輔神科学 11

小児科学 ；1

産蝿人科学
6

1

飼料法医学 1
'

0

技

▲

ﾘﾒデｨｱ噸ロI・ロ

情傾リテラシー

医顕人間科学

同実習I。Ⅱ

歯科医学昼鎗

歯科医学史

1

1

1

1

1 1

1

1

。

両

＆乱

汁会歯科学

勧蝕学

閲､郷の魁劉と鹿床

1

1

1

pU

目

加齢の科学

ｲ砺甜･阿客錨科学

救命救忽歯科学

咬合学

口鯉珂ｲﾝﾗﾝﾄ学

佼合固床基圃実習

li

1

l§

1

3

1

3

栓合歯科医学I～Ⅳ 1 Ｉ 1 2 5

園床実習I。Ⅱ
ゲ
ョ
Ｌ 2 10 42

絶合歯科医学V 1010

小計 7 4 26 35 34 20 126

合計 35 32 35 35 35 20 192



表（第3学年）

｢蕪自由遍択科目」は、卒薬に必要な眼位数には、含まない。

｢他学部開欝科目」の匝修希望者は、教学腺に相峡すること。

6－

授戴科目名

配 当学年

1年

前期 後期

2年

前期 後期

3年

的用職用

4年

n則 後別

5年

蘭用 後期

6年

蔚刷 後用

合
計

傭考

口腔保健学 1

地域歯科保健学 1

衡生掌･公禽確学I・ロ ll1

衛生学･口腔保健学実冒 1

保存催復学 1

同実召1．、 1 1

歯卿痢学 1

歯間治蝋学実習 1

個内顔法学 ；1

同実習 1

歯型彫刻実習1．， 1 1

全翻床農歯荊綴学 1

同実習 2

郎分床僅歯袖綴学 1

同実習I。Ⅱ 1 1 2

クラウンプリブジ補綴学 1 1

同実習1．， 1 1 2

口腔外科学I～V 2 1 1 1 5

歯科麻榊学 1

歯科畑正学総蛤 1

歯科瑠正学各賎 1

同実習 1

口腔唖罰面放射線学 1

口圃 1箇而西昼翰査学 1

口鰯 I囲而爾僅腔断学 1

小児歯科学睡践 1

小児歯科学各飴 1

同実習 1

高齢者歯科学 1

内科学I～Ⅲ 1 1 1

外科学 1

耳鼻咽壌科学 1

眼科学 1

皮 耳科学 1

籾 申科学

、
Ｉ
ｊ
Ｊ 恩科学

産 倒人科学

歯 斗法医学 1

銃

ﾘﾒｨｧﾙ蘭31，，

憎頓リテラシー

医醸人間科学

同実習1．，

歯科医学匿蛤

歯科医学史

1

1

1

1

1 1

1

1

ロ
“

社会歯科学

創蝕学

箇周屑の堅固と箇床

1

1

1

目

加齢の科学

W卿衙･障曹濁曾科学

救命救急歯科学

咬合学

n浬麺ｲﾝﾗﾝﾄ学

統合凹床基礎爽習

1

1

1

1

3

1

絶合歯科医学I～Ⅳ 1 1 1 |卜 5

臨床実習1・Ⅱ
例
ｑ
も 2 10 42

緯合歯科医学V 1010

小叶 7 4 26 35 34 20 1坊

ｆ３今
回 35 32 35 35 35 20 192

授粟科目名

配 当学年

1年

n用 後用

2年

劇用 後用

3年

葡淵 後用

4年

前刷捜期

5年

間期 後閑

6年

飼朗 後期

合
計

備考

宗教学I・ロ 1 1
ワ
】

伯理学 1 1

心理学 I 1

選

鐘

動物学実験

唾隠おけるit会ii解

日本鰯コミュニ
ケーシpン

ヨーロッパ文学

視範覚教育科目

I

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

１
１
ｉ
ｉ
ｉ

6

1

５
科
目
５
単
位
の
う
ち

１
ｍ
位
選
択
必
修

、

科
目

ソ

生命倫理学

有楓化学、

邇那壁社会と
歯科医学

Ａ
８
ａ
込

叱
ソ
。
ソ

７
７
刑
列
ソ
ｙ
イ
イ
●
●

《
６
日
“
０
日

一
》

９
ク
タ

ス
ス
ー
７

実用英昭

中級ドイツ鰯

1

１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１

1

７
科
目
７
単
位
の
う
ち

１
単
位
週
択
必
修

物 里学I～Ⅳ 2 2

基 且化学 1

有 風化学I 1

細 息生物学 1

ヒトの頼飽遺伝学 1

発生学 1

化学演習 1 演習

生物学油習 1 演習

基国生物学 1

英語I～m

英晤Ⅳ・V

3

2

３
２
演習

獺海外英語研住 （） （） 盛自由漢択

ドイツ路l

ドイツ語2

1

1
演習

保健体育騨農

体育実技I～、

1

1 1 1

統叶解折 1

情輻処理 1 演習

実践歯学英晒

１
’
１
’

’
１

囲四肝註¥子 1

解剖学絶趙・骨学 1

人体解剖学 1

同実習 1

頭頚部解剖学 1

同実習 1

組織学 1

同実習 1

口腔組織学 1

同実習 1

一般生理学 1

衙国・呼吸の生理学 1

口腔生理学 1

同実習 1

一般生化学 1

口腔生化学 1

生化学実習 1

分子生化学 1

一般鰯理学 1

同実習 1

ロ露理学 1

同実習 1

基廻・一般微生物学 1

口鰯生鮮･錘通学 1

回瞳掻生物学実習 1

歯科藁理学I～、 1 1 1

歯科薬理学実習 1

歯科理工学I。、 1 1

同実習 1

小計 28 28 9 0 0 66



(第4学年）程表

－7－

授璽科目名

配 当学年

1年

价朗 後、

2年

蘭用 昌劇

3年

蘭用:後刷

4年

飼厩佼周

5年

日用 後風

6年

日用 後月

合
叶

個考

口腔保健学 1

地域歯科保健学 1

駐学･公硬磁学1．， 1§1

衛生学･口腔保日学実冒 1

保存修彼学 1

同実習【・ロ 1 1；

歯周郷学 1：

歯周治撹学実習 1$

歯内観法学 1 6

同実習 1
０
９
Ｂ
６
●

歯型彫剤実習1．， 1 1

全温床展歯禰綴学 1

同実習 2

部分床農歯初阻学 1

同実習I。Ⅱ 1 1

クラウンプリフジ補綴学 1

同実習1．， l：1 2

口腔外科学I～V 2 1 141 5

歯科麻酔学 ：1

歯科璃正学馳鋤 1

歯科燭正学各幽 l；

同実習 il

n曲、緬諒坊血'ぬ*渋 1

口睦唖靭面面便検査学

口腔団麺面面畳舩断学

1
９
４
り
ら
？

１

小児歯科学緯幽 1；

小児歯科学各幽 ；1

同実習 1

商齢者歯科学 1

内科学I～、 1 1 1

外科学 1

耳鼻咽喰科学 1

眼科学 1

皮膚科学 1

栩神科学 1

小児科学 1

産蝿人科学 1

歯科法医学 1

暁

リメディアハ銅1．0

愉傾リテラシー

医擦人間科学

同実習I・ﾛ

歯科医学圃酋

歯科医学史

1

1

1

1

1 1

1

1

『

言
“

社会歯科学

蝕蝕学

、､閃のn国と鼠床

1

1

§1

目

加飴の科学

鱸将･厩8歯科学

救命救勉歯科学

咬合学

､唖唖ｲﾝプﾗﾝﾄ¥

佼合箆床基圏実習

1；

1

；1

l；

31

3 3

総合歯科医学I～Ⅳ 1 1 1 2 5

臨床実習I。、 ３2 10 42

健合歯科医学V 1010

小計 7 4 26 37 32 20 l閉

合叶 35 32 35 37 33 20 192

授粟科目名

配 当学年

1年

繭用 後期

2年

■閉 筏期

3年

蔚期掻鼎

4年

蔚爵ﾖ後鳳

5年

繭用 後用

6年

筒刷掻用

合
計

伺考

宗教学I・ﾛ 1 1 2

伯理学 1 1

心理学 1 1

選

一

動物学実験

函における社会行解

日本語コミニ
ケ･－シ

二，

ヨン

ヨーロフパ文学

視聴覚教育科目

1

１
１
ｌ
ｊ
Ｉ

１
１
１
１
１

１
１
Ｉ
ｉ
ｌ

1

５
科
目
５
単
位
の
う
偽
ゞ

１
単
位
遺
挟
必
任

必
科
目

生命倫理学

有樫化学Ⅱ

超高齢社会と
歯科医学

ﾜｽﾀー ﾄﾛｲﾝﾘｯｼｭA

ﾜｽﾀー ﾄ･ｲﾝﾘﾌｼｭB

実用英語

中級ドイツ語

1

１
１
１
ｊ
ｌ
ｌ
ｊ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１

1

７
科
目
７
単
位
の
う
ち

ｌ
単
位
週
択
必
僅

物 里学I～Ⅳ 2 2 4

基礎化学 1

有機化学I 1

網胞生物学 1

ヒトの額胞遭伝学 1

発生学 1 ’
化学油習 1 ’ 滴習

生物学演習 1 ’ 演習

基礎生物学 1 ’
英語I～、

英語Ⅳ・V

3

2

３
２
演習

燕海外英語研住 （） （）
噸f1町
園択

下イツ晤1

ドイツ語2

1

1
演習

保健体育罰菱 1

体育実技I～、 1 1 1

絞計解研 1

愉報処理 1 演習

歯科医学英珸I。Ⅱ 1 1

実践歯学英語 1 ’
歯の解剖学 1 ’
解剖学絶銭・骨学 1 ’
人体解剖学 1 ’
同実習 1 ’
薊頚駆解剖学 1

同実習 1

組織学 1

同実習 1

口睦組織学 1

同実習 1

一般生理学 1

衙理・呼吸の生理学 1

口腔生理学 1

同実習 1

一般生化学 1

口腔生化学 1

生化学実習 1

分子生化学 1

一般餌理学 1

同実習 1

口腔燭理学 1ミ

同実習 11

基鼬・や徴牛物学 1

口麺生驍･頚錘学 1

口腔微生物学実習 1

歯科薬理学I～Ⅲ 1 1 1 3

歯科薬理学実習 1 1

回科埋1－字l・皿 1 1 2

同実習 1 1

小計 28 28 9 0 0 66



学科課程表（第5学年）

｢蕪自由遺択科目」は、卒業に必要な単位数には、含まない。

｢他学部開虜科目」の囲住輔望肴は、軟学媒に相険すること。
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授薬科目名

配 当学年

1年

的用後用

2年

薗財 後期

3年

蘭用 後期

4年

箇剛 後用

5年

蘭用 使用

6年

■用 技用

合
計

備考

口腔保健学 1

地域尚料保健学 1

衛生学･公衆脅生学I・ロ 1 1

衛生学･口腔保付学実W 1

保存修復学 1

同実習I・ロ 1 1

曲問癖学 1

歯間治幽学実習 1

歯内艘法学 I

同実習 1

歯型彫刻実習 1

全鰯床農歯棚橿学 I

同実習 2 2

郎分床農歯繍纏学 1 1

同実習I・ロ 1 1 2

クラウンブリッジ繍凋学 1 1

同実習I・ロ 1 2 3

口腔外科学I～V 2 1 1 1 5

歯科麻酔学 1

歯科燭正学鑓飴 1

歯科燭正学各脇 1

同実習 1

口腔Ⅶ顔面放射線学 1

、強砺毎諒誘い坐窒挙 1

口陸圃皿而画僅雌断学

小児歯科学絶箇

1

1

小児歯科学各幽 1

同実習 1

凋齢者歯科学 1

内科学I～Ⅲ 1 1 1

外科学 1

耳鼻咽噸科学 1

鴎科学 1

皮 ﾖ科学 1

鯖 申科学 1

小 2科学 1

産 蘭人科学 1

棚 4法医学 1

合金

リメディアル菌81．，

愉報リテラシー

医磯人間科学

1

1

1

1
『
一

T■

へ
仁ゴ

同実習1．11

社会燭科学

鹸蝕学

1 1

1

1

白圃寓の基固と圏床

生体防御の仕組み

1

1

科
［

加飴の科学

1i寓箇｡、官廿釘科学

救命救急歯科学

1

1

1
ロ

咬合学

､ﾂ唖ｲﾝﾗﾝﾄ軍

筏合國床基圏爽召

1

1

3 3

縫合歯科医学I～Ⅳ 1 1 1
4

4

ﾄ

ﾛ 5

睡床実習I・ロ
銅
ｑ
凸 0 10 40

絶合歯科医学V 1010

小計 7 2 26 38 30 20 123

合叶 40 29 35 38 30 20 192

授案科目名

配 当学年

1年

嗣呵 後屈

2年

葡阿 後用

3年

繭用 後期

4鐘

繭期 後期

5年

蘭厩後用

6年

蘭用 後用

合
叶

備考

宗敦学】。、 1 1 2

倫理学 1 1

心理学 1 1

週

…

動物学実験

人体と地球国境

日報コミュニ
ケーシ■ ン

ヨーロッパ文学

視聴覚教育科目

1

１
１
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
１
１
１

1

５
科
目
５
単
位
の
う
ち

１
単
位
選
択
必
隆

、

科
目

ツ

生命倫理学

有概化学Ⅱ

超高齢社会と
歯科医学

Ａ
８

池
．
あ

う
７
列
抑
〃
ｙ
イ
イ
Ｑ
０
卜
ト
ー
一
タ
タ
ス
ス
ー
１

実用英語

中級ドイツ路

1

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

ｉ
ｉ
ｉ
１
１
１
１

1

７
科
目
７
噸
位
の
う
ち

１
ｍ
位
選
択
必
修

物 里学I～、 2 1 3

基圏化学 1

有概化学I 1

翻胞生物学 1

ヒトの掘胞遺伝学 1

発生学 1

化学演習 1 簡習

生物学洩習 1 演習

物理化学 1

基圏牛物学 1

Ⅳ
Ⅶ
一
一
１
Ｖ
踊
塘
英
英

4

3

４
３
演習

燕海外英語研修 （） (1)
眼月田
選択

ドイツ堀I。Ⅱ

ドイツ昭Ⅲ｡Ⅳ

2

2

２
２
演習

保健体育卿殿 1

体育実技I～Ⅲ 1 1 1

統叶解析 1

愉綴処理 1 油習

歯科医学英脇1．， 1 1

歯の解剖学 1

解剖学緯諭・骨学 1

人体解剖学 1

同実習 1

亜頚翻解剖学 1

同実習 1

組織学 1

同実習 1

口腔組織学 1

同実習 1

一般生理学 1

話珂・呼吸の生理学 1

口腔生理学 1

同実習 1

一般生化学 1

口腔生化学 1

生化学実習 1

分子生化学 1

一般鋼理学 1

同実習 I

口腔詞理学 1

同実習 1

基理・一般微生物学 1

口瞳徴生韓･甚圃濯学 1

口腔微生物学実習 1

歯科薬理学I～、 1 1 1

同実習 1

歯科理工学I・ﾛ 1 1

同実習 1

小計 33 27 9 0 0 0 69



(第6学年）学科課程表

｢蟻自由選択科目」は、卒粟に必嬰“n位数には、含まない。

｢他学部間鱒科目」の胆修希望肴は、教学裸に相鮫すること。
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授菓科目名

配 当学年

1年

蘭期 後期

2年

蔚用‘後用

3年

飼厨後屈

4年

夙鳳 後屈

5年

頂用 後嗣

6年

蔚用 後周

合
計

笛考

L』歴啄正子 1

地域歯科保健学 1

衡生学･公衆蘭雲1・ロ 111

衛生学･口腔県健学実習 1

保存修復学 1

同実習1．， 1 1

歯周腐学 1

歯間治療学実習 1

歯内療法学 1

同実習 1

歯型彫刻実習 1

全部床農歯補根学 1

同実習 2

配分床養歯補綴学 1

同実習I。Ⅱ 1 1

クラウンプリフジ補騒学 1

同実習I。Ⅱ 1 2 3

口腔外科学I～V 2 1 1 1 5

歯科麻酔学 1

歯科燭正学総蛤 1

歯科屠正学各論 1

同実習 1

口腔唖魎面放射線学 1

口堕囲囲而函便検査学 1

口睦唖紐而酉礎診断学 1

小児歯科学総塗 1

小児歯科学各諸 1

同実習 1

高飴者歯科学 1

内科学I～Ⅲ 1 1 1

外科学 1

耳鼻咽喉科学 1

眼科学 1

皮膚科学 1

繍神科学 1

小児科学 1

亜蝿人科学 1

歯科法医学 1

桂

ﾘ‘てﾗﾙｱー ﾂ調I・I

憤報リテラシー

医鰻人間科学

1

1

1

1

…

合

同実習I・ロ

社会歯科学

麟蝕学

歯周腐の窪と露

生体防御の仕組み

1 1

1

1

1

1

一
二

科

員

加齢の科学

澗蓄･陣曹巷曲科学

救命救急歯科学

1

1

1
ロ

咬合学

､…ｲﾝﾗﾝﾄ学

瞳合瞳床基墜実習

1

1

3 3

絶合固科医学I～Ⅳ 1 1 1
ｲ

ｲ

ﾄ

P 5

睡床実習I。Ⅱ
Ｆ
ｄ
Ｌ ） 10 40

縫合歯科医学V 1010

小計 7 2 26 38 鋤 20 123

合計 40 29 35 38 30 20 191

授粟科目名

配 当学年

1年

債鳳 投刷

2年

蔚圃:段朗

3年

胴用後風

4年

繭劇憧用

5年

蔚畷後期

6年

繭期 後期

合
叶

佃考

宗教学I。Ⅱ 1 1 2

倫理学 1 1

心理学 1 1

遺

…

動物学実験

人体と地球瑠境

日本酒コミュニ
ケーシ■ン

ヨーロッパ文学

視聴覚教育科目

1

１
１
ｌ
ｊ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
１
１
１

1

５
科
囿
５
単
位
の
う
ち

１
ｍ
位
遍
択
必
鯉

班
科
目

生命倫理学

有椴化学Ⅱ

超高飴社会と
箇科医学

7ｽﾀー ﾄ･ｲﾝ1ﾂｼｭA

ﾘｽﾀー ﾄ･ｲﾝﾘﾌｼｭB

実用英語

中級ド4ツ語

I

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
１
１
１
１
１

1

７
科
目
７
単
位
の
う
ち

ｌ
単
位
遍
祝
必
蛭

物 里学I～、 1 2 3

基 且化学 1

有 良化学I 1

躯 a生物学 1

ヒトの細胞遺伝学 1

発生学 1

化学油習 1 油習

生物学演習 1 油腎

物理化学 1

基睡唯物学 1

英語I～Ⅳ

英晤V～Ⅷ

4

3

４
３
滴智

蕪海外英語研修 （） (1) ●n曲■視

ドイツ語I。Ⅱ

ドイツ語、。Ⅳ

2

2

２
２
樹習

保健体育騨農 1 1

体育実技I～、 1 1 1 3

統計解枅 1 1

傭報処理 1 1 演習

歯科医学英語I。Ⅱ 1 1 2

歯の解剖学 1

解剖学絶蛤・骨学 1

人体解剖学 1

同実習 1

函唖恕解剖学 1

同実習 1

組織学 1

同実習 1

口腔組織学 1

同実習 1

一般生理学 1

循理・呼吸の生理学 1

口腔生理学 1

同実習 1

一般生化学 1

口睦生化学 1

生化学実習 1

分子生化学 1

一般痛理学 1

同実習 1

口腔癖理学 1

同実習 1

基題・一般微生物学 1
↑

口瞳徴生物学･基礎鯉学 1

口腔微生物学実習 1

歯科薬理学I～Ⅲ 1 1 1 3

同実習 1 1

歯科理工学1・ロ 1 1 2

同実習 1 1

小計 33 27 9 0 0 0 69



r五学習に関わる事項



1学習の指 針

鶴見大学歯学部長里村一人

本学歯学部は1970年に設立され、「大覚円成、報恩行持（だいがくえんじよう、ほうおん

ぎようじ)」の建学の精神を礎として、これまで多くの優れた人材を社会に輩出してきた

伝統のある学部です。今後も学生の皆さんに優れた歯科医学教育を提供することにより、

深い教養と良識を備えた信頼される優れた歯科医師の育成を目指していきたいと考えてい

ます。この目的を達成するため、歯学部として教育課程の編成方針であるカリキュラム・

ポリシーを定め、これに則って教育を行っています。以下にそのカリキュラム・ポリシー

を示します。

1．創造性に富む総合的な歯科医療を実践できるようバランスのとれた科目構成と統合科

目を実践します。

2．診療参加型の臨床実習により、口腔を総合的に診療できる高い臨床能力を育成してい

ます。

3．歯科医療へのモチベーションを向上させるため、早期体験学習を実施しています。

4．コミュニケーションスキルの向上に特化した合宿や演習を繰り返し行っています。

5．外国語教育を充実させ、海外の姉妹校との連携で世界各地の歯科医療に触れる機会を

設けています。

6．研究能力を育てるため、研究室を広く開放し、得られた研究成果の発表の手助けをし

ています。

上記のようなポリシーに基づいて実際に編成されたカリキュラムに沿って教育を行い、

学生の皆さんが学習した結果、本学歯学部が育成を目指しているような歯科医師としての

資質を実際に獲得できたかどうかを判定するため、デイプロマ･ポリシー（卒業認定・学

位授与に関する方針）に従って試験を行い評価します。そしてこの評価に合格した学生は

卒業が認定され、学士（歯学）の学位が授与され、歯科医師国家試験に望むことができる

ようになります。

ここで十分注意して置くべきことがあります。1つは、各試験の受験資格を得るために

は所定の出席率が必要とされることです。受験資格や評価方法等については各科目のシラ

バスに明記されていますので、必ず精読しておいてください。また所定の掲示板には、皆

さんの学習や試験に関わる重要な伝達事項が掲示されますので、常に確認するようにして

おいてください。これらの他にも、この「学習の指針」の項では、授業や単位制度、履修

登録などに関する情報が記載されています。これらはすべて学生の皆さんにとって重要な

情報です。是非一読しておいてください。

－13－



2学習上の留意事項

〔1〕カリキュラムの編成

歯学部の教育方針に基づき、歯科医師となるために必要な授業科目を開設し、これらの

科目を各年次に配列して教育課程（カリキュラム）を編成している。

平成13年3月に全国の歯科大学・歯学部に対して「歯学教育モデル・コア・カリキユラ

ムー教育内容ガイドラインー」が提示されたことに伴い、本学でも共用試験(CBT，

OSCE)に対応するため、平成14年度よりコア・カリキュラムに沿った新カリキュラム、

平成18年よりは新々カリキュラムを導入した。詳細については､学科課程表を参照すること。

〔2〕授業

1．学年・学期

(1)学年は、4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

(2)授業は、1年を前期・後期の2学期に分けて行われるc

前期：4月1日～9月30日後期：10月1日～翌年3月31日

ただし、実際の前期授業開始日、また、後期の授業開始日は、学年によって異なる。

2．授業期間

1年間の授業期間は、前期・後期定期試験等の期間を含めて、原則35週とし、前期

授業15週、前期定期試験2週、後期授業15週、後期定期試験2週、学年末後期追．再試

験1週である。なお、大学行事、祝日等によって授業回数に不均衡が生じるが、おおむ

ね15週の授業を確保している。

3．授業時間・時間割

(1)歯学部における授業時間は次のとおりである。

〈時限・授業時間〉（平成25年度改訂）

時限 1 2

9：00 10:35

授業時間 I I

10:20 11:55

3

13:00

1

14:20

4

14:35

I

15:55

5

16:10

l

17:30

※1時限目～5時限目は1時限80分授業である。

(2)授業時間割には、学年暦（スクールカレンダー）・授業科目名・担当教員名・教室

（講義室・演習室・実習室）・時限・授業日などが週単位で表示されているので、大

いに活用してもらいたい。また、大学行事等で授業科目の教室、時限等が変更され

る場合、その都度、掲示板に発表する。
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4．体講

(1)大学または各授業科目担当教員のやむを得ない事情により、授業を休講することが

ある。休講は、大学として決定した場合、または担当教員からあらかじめ連絡があ

った場合、掲示板に発表する。

(2)休講の掲示がないにもかかわらず、授業開始時刻を30分経過しても担当教員が教場

に入室しない場合は、クラス委員等が歯学部教学課に連絡し、その指示に従うこと。

(3)事故・災害（台風・地震・大雪）等による交通機関が不通になった場合の授業の有

無は、歯学部教学課に問い合わせること。「地震発生時の心得｣、「東海大地震等警

戒宣言発令時の諸注意｣、「ストライキによる交通機関不通時の授業の扱い」につ

いては「Ⅷ､災害・事故等への対応」(p.69)を参照すること。

5．補講

授業週数は、祝日・大学行事等を除いて、15週を確保するよう授業時間割が組まれ

ているが、やむを得ない事情による休講のために15週確保できない場合などに、担当

教員からの申し出により臨時の授業（補講）を行うことがある。補講は、5時限目の

ほか土曜日にも実施する。補講を実施する場合は、日程が決まり次第、記念館前歯学

部掲示板に発表する。

6．出欠席・遅刻の取扱い

■欠席届

授業を欠席した場合は、登校してから1週間以内に所定用紙の「欠席届」により歯

学部教学課に提出すること。病気の場合は、診断書を添付すること。

■忌引欠席の取扱い（｢学生清規第15条第1項｣）

「忌引欠席届」に証明書（会葬礼状等）を添付して、提出すること。

忌引欠席の場合は、次の期間内に限り欠席時間数・日数に算入しない。

両親……7日以内、祖父母・兄弟姉妹……3日以内

※各種届出は、期限を過ぎて提出したものは、受け付けない場合がある。

■遅刻の取り扱い

①遅刻は30分以内とする。ただし、臨床実習は20分以内とする。

②遅刻3回は、1回の欠席とみなす。

※「遅延証明書」がある場合でも遅刻扱いとなるので注意すること。

〔3〕単位制度

大学での学習（学修）はすべて単位制になっており、すべての科目には一定の単位

が定められている。単位の認定については、学年ごとに定められた修得すべき科目を

履修し、かつ、その試験に合格し、学年末に進級（第6学年にあっては卒業）を認定

された者に対して、合格した科目の単位を認定する。ただし、留年となった場合は、

原級に留まり、当該学年に開講される授業科目を全て再履修しなければならない。

－15－



｢軍莅言碩芳歪1

単位とは、学修の量を一定の基準に従って計算し、数字で表したものである。単位

数は科目によって異なる。

1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準と

し、授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して計算している。（｢大

学設置基準｣）

■単位の計算基準は次のとおり定めている。

〔講義・演習科目〕15時間から30時間までの授業をもって1単位とする。

〔実験・実習・実技科目〕30時間から45時間までの授業をもって1単位とする。

※第4学年に開講される「総合歯科医学Ⅳ」は、講義と演習の併用により行う。

｢幸票雲拝軍莅1

本学を卒業するためには、6年以上（2年次編入学の場合は5年以上）在学して、

卒業要件として所定の単位(192単位以上）を修得しなければならない。卒業要件単

位は、本学部の教育課程に従い、下記のとおり、構成されており、各年次に配列され

た授業科目は、学科課程表に示すとおりである。従って、本年度当該年次に配列され

た授業科目を学科課程表により、履修しなければならない。ただし、毎年度、カリキ

ュラムの見直しを行い改訂される場合があるので、注意することが必要である。

<平成28年度第1学年の分野別卒業要件単位数〉

■一般教育科目37単位（必修35単位、選択必修2単位）

・人文、社会、自然分野…20単位（必修18単位［統合科目のリメデイアル演習

（2単位）を含む]，選択必修2単位）

〈選択科目〉

1年次後期5科目のうちから1科目(1単位）

2年次前期7科目のうちから1科目(1単位）

・外国語科目…………必修10単位（英語・ドイツ語・歯科医学英語・実践歯学英語）

・保健体育科目………必修4単位（保健体育講議・体育実技）

・情報処理関連科目必修3単位［統合科目の情報リテラシー（’単位）を含む］

■専門教育科目必修128単位

■関連臨床医学必修11単位

■統合科目必修16単位（情報リテラシー、リメデイアル演習を除く）

卒業要件単位合計192単位

但し、すべての授業科目は、上記のとおり単位制により単位数が定められているが、学

課程表に示すとおり、単位修得を体系的かつ合理的に進めるために、①履修する授業科科課程表に示すとおり、単位修得を体系的かつ合理的に進めるために、①履修する授業科

目、②履修する学年、③修得すべき単位数（進級に必要な単位数）が既に定められている。

履修方法としては、一般で言うところの学年に関わりなく自由に履修できる単位制ではな

く、学年ごとに履修方法が決められている。
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〔4〕履修登録

履修登録の必要な授業科目は次のとおりである。

(1)履修届は、所定の期日までに、歯学部教学課に提出しなければならない。期日まで

に正規の手続きをしなかった者は、その期の履修が認められず、たとえ授業を受け

ても試験を受ける資格がなく、単位を修得することはできない。

(2)履修科目の登録は、指定された期日に必ず本人が履修届に記入・押印し、学生証提

示のうえ行うものとする。ただし、登録期間内に提出不可能な場合は歯学部教学課

に申し出ること。提出日に無断欠席した場合は、後日の提出は認めない。

(3)履修届に記入する科目名などは、書き誤りのないように注意しなければならない。

誤って記入した場合には、その登録は無効とする。

(4)「他学部開講科目」について

文学部で開講している科目のうち、歯学部学生でも履修が可能な共通開講科目のこ

とである。

平成28年度は、第1学年～第3学年を対象として、「海外英語研修」（1単位）を開

講する。この科目を履修する場合は、後日文学部が主催する説明会に必ず出席する

こと。

※「他学部開講科目」は、「自由選択科目」（1単位）であり、卒業所要単位には含

まれない。
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学年 学期 授業科目 履修の要件

1年 後期

動物学実験、医療における社会行動学、

日本語コミュニケーション、

ヨーロッパ文学、視聴覚教育科目

5科目5単位のうち

1単位選択必修

2年 前期

生命倫理学、有機化学Ⅱ、

超高齢社会と歯科医学、

リスタート・イングリッシュ(A･B)

実用英語、中級ドイツ語

6科目6単位のうち

1単位選択必修

年
年
Ｉ
１
３
前期

※他学部開講科目

海外英語研修

後日オリエンテー

シヨンで伝達



〔5〕試験・成績

1．試験に関する規程

試験に関しては、「歯学部試験規程」をよく読んで理解しておくこと(p.51参照）

2．試験の種類と方法

(1)定期試験

①履修した学科目について、各学期末に定期的に実施する試験のことである。

・前期定期試験……前期開講科目に対する試験で7月に実施する。

・後期定期試験……後期開講科目に対する試験で1月に実施する。

②試験方法

筆記試験・口答試験・レポート及び製作品の提出、その他担当教員が適当と認

める方法により実施される。

③試験時間割

・定期試験の時間は、原則として60分とする。（平成25度年改訂）

ただし、担当教員が適当と認めた時はこれに限らない。

・試験時間割・試験場は、試験方法（伝達事項）と同時に、記念館前歯学部掲

示板に発表する。

④試験場・試験時間は、授業時と異なるので注意すること。

〈注意事項＞

※学期期間中に授業内試験や中間試験を実施することがある。

(2)登院試験

・臨床実習を行い得る資格を問うために実施する試験である。

・第4学年前期・後期定期試験において、受験失格の判定を受けた者は、受験す

ることができない。

・登院試験は、社団法人医療系大学間共用試験実施評価機講（｢実施評価機講｣）

で実施する共用試験(CBT、OSCE)をもって実施する。平成18年度から

正式実施となり、一人当たり受験料25,000円（平成27年度実績）は学生負担と

し、大学が代理徴収し、実施評価機構に納入することになる。

(3)臨床実習I試験

第5学年における臨床実習の到達度を判定する試験である。

(4)総合歯科医学V試験

6年次総合歯科医学の成績を評価するため、6年次後期に実施する試験である。

詳細については、決定次第、伝達する。

(5)追試験

病気その他やむを得ない理由により定期試験その他の試験を受験できなかった場

合に、担当教員等の許可を得て実施する試験である。

手続き方法は、試験欠席後、1週間以内に担当教員等の許可（承認）を得たうえ

で、「追試験受験願」に理由書（病気の場合は診断書）を添付し、所定の申込用紙

－18－



を歯学部教学課に提出すること。なお、「追試験受験願」を提出していない場合

は、担当教員等の許可を得てないものとみなされ、受験できないので注意するこ

と。（受験手数料：1科目1,000円）

ただし、忌引（両親、祖父母、兄弟、姉妹）による試験欠席の場合には、受験手

数料を免除する。

(6)再試験

前期又は後期履修科目について、定期試験の結果不合格となった場合に、該当学

生の願い出により担当教員の許可を得て実施される。

また、前期科目の再試験の結果、不合格となった場合には、該当学生の願い出に

より担当教員の許可を得て、学年末に再試験が再度実施される。

再試験の日程が掲示発表された科目について、所定の「再試験受験願」を歯学部

教学課に提出すること。（受験手数料：1科目2,000円）

追・再試験の実施時期は、次のとおりである。

前期9月上旬

後期2月下旬から3月上旬

(7)未修得科目試験

2年生から4年生について、前学年在籍中において修得すべき科目が未修得であ

る場合、該当学生の願い出により担当教員の許可を得て実施される。

（受験手数料：1科目2,000円）

また、未修得試験については、前期定期試験期間中に1回、後期定期試験期間中

に1回の実施を限度とし、前期・後期の定期試験期間中に実施する。

3．受験資格について

受験資格は、試験の種類によって下記のとおり異なるので、注意すること。

特に、下記(1)により1科目でも受験失格科目がある場合は、進級できない（留年と

なる）ので、特に注意すること。

(1)定期試験

当該学年履修科目のうち、講議科目においては総授業時間数の4分の3（75％）

以上、実習・実技科目においては総授業時間数の5分の4(80%)以上出席した

者でなければ、定期試験を受験することができない。

(2)登院試験

①第4学年前期・後期定期試験において、受験失格の判定を受けた者は、受験す

ることができない。

②「総合歯科医学Ⅳ」の総授業時間数の4分の3（75％)、「統合臨床基礎実習」

の総授業時間数の5分の4（80％）以上出席した者でなければ受験することが

できない。

(3)臨床実習I試験（5年）

・臨床実習の総授業日数の5分の4（80％）以上出席した者でなければ、受験す
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4．

ることができない。

(4)総合歯科医学V試験（6年）

・総授業時間数の4分の3（75％）以上出席した者でなければ受験することがで

きない。

受験時の注意

「受験心得」を参照すること。(p.56参照）

(1)次の者は定期試験その他の試験を受験することができない。

①試験規程第7条の受験資格の要件を満たしてない者。

②当該科目の履修登録（選択科目のみ）を行っていない者。

③授業料その他の学納金を滞納している者。

④検印を受けていないもの。（以下「(2)検印の実施について」参照）

⑤共用試験の場合は、受験料を納入していない者。

⑥学生証を携帯していない者。

学生証を忘れた場合は、「仮受験票」（手数料:1,000円）の交付を受けること。

⑦追・再試験の場合は、「追・再試験受験願」の手続きをしていないもの。

追試験受験手数料：1科目1,000円、再試験受験手数料：1科目2,000円。

追試験の場合は、「追試験受験願」の提出が必要である。

(2)検印の実施について

学納金を納入し、かつ、定期健康診断を受診した者には、前・後期定期試験1週

間前に学生証に検印を実施する。この検印を受けなければ定期試験その他の試験

を受験できないので注意すること。
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5．成績評価

（1）成績評価は、定期試験の結果によって行うのを原則とするが、担当教員が適当と

認めるときは、授業内試験（小テスト）・中間試験の結果など平素の学習成績、

出席状況、学習態度等も加味して評価することができる。

(2)各授業科目の成績評価方法は「歯学部授業計画表（シラバス)」に明記してある

ので、参照すること。

(3)成績評価は次のとおりとする。

①成績評語は、優・良・可・不可をもって表す。

②100点満点とし、60点以上を合格、59点以下を不合格とする。

③追・再試験の評点は、80点を最高点とする。

成績評点 評語 成績通知表 成績証明書

80点～100点 優 優（評 優

70点～79点 良 良（評 良

60点～69点 可 可（評 可

59点以下 不可 不可(評

(試験欠席） 1■■■■■■■ 欠 試 一

(4)登院試験、臨床実習I試験および総合歯科医学V試験の(3)成績評価（評点）につ

いては別に定める。

(5)当該科目に合格し、進級・卒業を認定された者には、所定の単位を認定する。

6．不正行為

定期試験等の受験中に不正行為を行った者は、受験が停止され、教授会の審議を経

て、その期の全科目の成績を零点とする。

7．成績発表・通知

成績は次のとおり発表する。電話・メール等による成績の問い合わせには一切応じ

ない。

発表科目 発表時期・方法 保証人宛通知時期

l～4年前期定期試験期間までに受験した糊 9月末成績通知表配布

2～6年前年度受験科目 4月ｵﾘｴﾝﾃー ｼｮﾝ時に成繍通知表配布

(注意）1．発表科目には、前年度未修得科目を含む。

2．年度途中の合否は、合格者のみ学籍番号により発表する。

3．追・再試験の最終合否結果は発表しない。
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進級

(1)進

8．

進級

当該学年において次の進級要件（卒業要件）を満たした場合には、進級および卒

業することができる。ただし、当該学年履修学科目において受験失格科目がない

こととする。

※32科目には衛生学・口腔保健学実習、保存修復学実習I、歯内療法学実習、全

部床義歯補綴学実習、部分床義歯補綴学実習Iの合計5科目を含む。

■前年度未修得科目は、翌年度に実施する当該科目の試験に合格のうえ、単位を

修得しなければならない。
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学年

当該学年で
修得すべき

科目数

進級要件

①前学年
までの

履修要件

②当該学年の
履修要件

③登院
試験

<CBT･

OSCE>

④臨床
実習I
試験

第
１
学
年

35科目 ■■■■■■■

35科目のうち32科目

以上合格すること。
－ －

第
２
学
年

32科目

1年次

全科目の

合格

32科目のうち29科目

以上合格すること。
■■■■■■■ 4■■■■■■■

第
３
学
年

34科目

2年次まで

の全科目の

合格

34科目のうち31科目

以上合格すること｡※
－ －

第
４
学
年

34科目 3年次まで

の全科目の

合格

34科目すべてに合格

すること。

合格＝総合歯

科医学Ⅳ（2

単位)､統合臨

床基礎実習(3

単位)の合格。

－

第
５
学
年

1科目

4年次まで

の全科目の

合格

臨床実習Iに合格。 ■■■■■■■

床
単
臨
伽
ニ
ー
格
習
合
実

位)の修得。

第
６
学
年

2科目
5年次まで

の全科目の

合格

<卒業要件〉

(1)臨床実習Ⅱに合格。

(2)総合歯科医学V試

験合格。

(3)所定の修業年限以

上の在学。

(4)卒業所要単位

1蛇単位以上の修得。
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〔6〕共用試験

臨床実習開始前の学生に対して行なわれる共用試験は、学生が臨床実習に参加するに足

る基本的な能力（態度・知識・技能）を備えているかどうかを評価するためのものである。

全国の歯科大学、歯学部が参加して、現在、4年生で行われる。

共用試験の内容は、CBT(ComputerBasedTesting)とOSCE(ObjectiveStructured

ClinicalExamination)(客観的臨床能力試験）の2種類の試験から成り立っている。

CBTは知識に対する試験であり、OSCEは診療に関する態度および技能を評価する試験

である。

この試験を実施するため、平成13年3月に全国の歯科大学・歯学部に対して「歯学教育

モデル・コア・カリキュラムー教育内容ガイドラインー」が提示された。

本学では、平成14年度入学生よりこのコア・カリキュラムに沿った新カリキュラムを導

入し、共用試験に対応している。また、平成14年度よりCBT、平成15年度よりOSCEの試

行（トライアル）を5年生を対象に実施してきたが、平成18年度より正式に実施されてい

る。

〔7〕臨床実習

登院試験に合格したものは、臨床実習の課程に進むことになる。

ただし、いきなり、この課程に進むのではなく、その直前に、約4週間の臨床予備実習

の期間が設けられている。患者さんとのコミュニケーションのとり方、言葉づかい、態度

など、患者さん中心の歯科医療(POS)への心構えのほか、将来、歯科医師としてわきま

えなければならない心構え、即ち医の倫理を培うことを目的としている。

この臨床予備実習を終えると、臨床実習に入るが、これは、約1カ年（45週）間行われ、

歯科教育の最後の段階として、極めて特色のあるものである。

この臨床実習においては、臨床系各科を回ることは臨床予備実習と同じであるが、今度

は、臨床実習指導者の直接の指導監督の下に、歯科診療に従事し、医療管理の事務、患者

さんとの応待、これまでに修得した知識、技術を駆使し、歯科医療・管理についての徹底

的な実地修練を受ける。

この臨床実習の評価は、「臨床実習修了判定基準」にもとづき一定の時期までに修了し

たケースと点数、その他試験の成績、実習時の態度、出席状況等を総合して行われる。

臨床実習の心構えや注意事項、各科の実習要領については、「臨床実習手帳」の中の

｢臨床実習心得」及び各科の「臨床実習の手引き」において詳細に記述されているが、最

も基本的な心構えについて、「臨床実習心得」から「全般的心得」を次に抜粋する。
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｢筌羅雨芯壽1
臨床実習は、患者の尊厳と権利、医の倫理、安全管理に配慮し、患者中心の歯科医療を

実施できる医療人としての基盤を築くことを目的とする。

その実施に際しては、すでに修得した基礎医学、臨床歯科医学を総合的に応用し、人々

の歯科医療に対する要望に応え得るものでなくてはならない。

1．臨床実習生は、歯科医師となるための実習をしていることに誇りを持ち、責任ある行

動をとること。

2．臨床実習生は、常に、教員の指導のもとに診療に従事すること。

3．臨床実習生は、本学学則、諸規程並びに本心得を守り、教職員の指示に従うこと。

〔8〕履修についての注意事項

1．学習計画の立て方

授業科目を履修するに当たっては、配布された「2016年度歯学部授業計画表（シラ

バス)」により履修計画を立て、予習をしたうえで授業に臨むことが肝要である。

シラバスとは、学年あるいは学期中の授業・講議の計画や内容の概略を時限ごとに

記したものである。

2．進級要件及び卒業要件

進級要件としての合格科目数は、「歯学部試験規程」に示すとおり各学年で合格す

べき科目数が規定されている。また、卒業要件としては第5学年までに修得すべきす

べての科目の単位を修得した者で、第6学年において臨床実習Ⅱ及び総合歯科医学V

に合格することとなっている。上記の要件を満たし、進級・卒業を認定された者に対し

て、所定の単位が与えられる。カリキュラム・履修年次・卒業年度により修得合計単位

が異なるので注意すること。
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、学生相談･学聖厚生に関する事項



〔1〕クラス担任制度

歯学部では、ひとつの学年をABの2クラスに分け、クラス担任・副担任を配置して、

学生からの学習および学生生活上の相談に応じ、教員からの指導・助言を受けることがで

きる体制を取っている。また、学生が教員と面談しやすいようにオフイスアワー制度があ

るので、大いに活用することをすすめる。

■オフィスアワー制度

教員が研究室等において、学生からの学習および学生生活上の相談にのれるよう、

指定した時間帯に待機する制度である。その時間帯に必ず教員と会うことができる。

年度当初に配布する資料を参照すること。なお、指定された時間帯以外に面談を希望

する場合は、教員に問い合わせること。

〔2〕クラス委員

大学生活の運営を円滑にし、かつ、学生の自発的活動を活発にするために、各クラスに

2名のクラス委員を置いている。クラス委員は大学からの指示・連絡事項を伝えるととも

に、大学行事への必要な任務にあたる。クラス委員は、前・後期の各期にクラス内で選出

し、歯学部教学課に届けるものとする。

〔3〕健康管理

有意義な学生生活を送る上で重要なことのひとつに、健康管理をあげることができる。

そのためには、4月当初に実施される定期健康診断を受診することはもとより、日頃から

健康に留意し、保健センターでのメンタルヘルスを含めた健康相談などを大いに活用する

ことをすすめる。

雁康謬爾1
■定期健康診断

定期健康診断は学校保健法に基づき、就学可能な健康状態であるかどうかを確認す

ることを目的として実施しており、必ず受診しなければならない。現在実施している

検査は次の9項目であるが、学年によって検査項目が異なる。

身長・体重の計測、胸部X線撮影、視力、血圧の測定、内科診察、尿検査、心電図、

麻疹採血

■課外活動健康診断

課外活動健康診断はクラブ活動における事故防止のため、毎年6月に実施している。

定期健康診断の受診結果に加え、運動に関する問診、心電図検査、内科検診等を行い、

総合的に判定している。該当するクラブの部員は必ず受診すること。

■健康診断証明書

健康診断証明書は毎年4月に実施される定期健康診断の受診結果に基づき発行する。

「健康診断書」とは異なるので注意すること。発行希望者は、所定の申込用紙（黄色）

に記入し、証紙（1通につき100円）を貼付のうえ、保健センターへ申し込むこと。発

行は、申込日から3日後である。
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※遠隔地被保険者証

医療機関で診療を受けるためには、保険証が必要となる。親元（扶養者）から離れ

て就学する学生は、「遠隔地被保険者証」を準備しておくこと。

〔4〕学生総合保険制度

本学歯学部では、不慮の事故から学生を守る一助にと、従来より学生総合保険制度を採

用、実施しており、本年度も平成28年4月1日付の発効にて東京海上日動火災保険株式会

社と保険契約をしている。

この保険は正課中・課外活動中の事故に限定せず、より広く学生の日常生活における思

わぬ傷害事故、更には誤って他人に損害を与えた場合の賠償責任事故を併せ保険カバーす

るものである。

なお、保険料は1名につき年間4,300円であるが、学生本人の掛金は2,500円となり、残り

は大学が負担する。

艤償内容（保険金額）
100万円

2，000円
事故の日からその日を含めて180日がお支払いの限度

1，300円
事故の日からその日を含めて180日以内の通院で．90日がお支払いの醐度

死亡・後遣障害保険金額

入院保険金日額

通院保険金日額

傷
害

賠償責任保険金額
（記録情報限度額500万円） 支払限度額1，000万円

感染症予防費用保険金額支払限度額50万円

★次のような場合に、国内外を問わず補償します。

レジャー・スポーツ中のケガ交通事故によるケガ ご家庭でのケガ

悪
(（

I

学校内でのケガ 賠償責任事故も補償

謎のｸガや

脳を鰯〈柵
竜

職

－28－
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一の事故のときお問い合わせ窓口 万

加入内容や補償内容等のお問い合わせについては下肥にご連絡ください｡

鶴見大学歯学部学生総合保障制度係
取扱代理店：T・S.A
〒160-0022束京都新宿区新宿1-16-10コスモス御苑ピル501C

1ELO3-5362-2631:"l!辮黙,,臘搬!‘卿-”

事故が発生した場合は、すみやかに事故の日時、堰所、被害者名、事

故状況、保険証券番号等をお知らせください。

（平日・月～金9：00～17↓00）

1ELO3-3215-5664(驚瀦灘蝿墜鍵〕
〈上記以外の夜間および土、日、祝日）

フリーダイヤル

0120-119-110(東京海上)日動安心,10番
引受保険会社:東京海上日動火災保険株式会社(担当謀)公務蕊2部公務第1認

hO3-3515-4133受付I”月_金,､-,2:00,,,“-W:側

■正課中の事故について

実習中などの思わぬケガがあった場合には、担当教員に申し出て、実習中などの思わぬケガがあった場合には、担当教員に申し出て、指示をうけること。

なお、担当教員に申し出ないまま、附属病院・保健センターで応急処置を受けた場

合は、事後報告になってもいいので、必ず歯学部教学課に届け出ること。

■緊急連絡先

ダイヤルイン045（580）8203．8204
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〔5〕学納金の納入について

授業料・施設維持費などの学納金及びその他の納付金の納入通知（振込依頼書）は、毎

年、3月下旬と8月下旬（分納分のみ）に正保証人宛送付する。

<注意〉

(1)納入期限までに納入できない場合は、納入期限10日前までに本学所定の「学納金延

納願」を歯学部教学課に提出のうえ、許可を得なければならない。延納期限は、2

ヵ月以内とする。

(2)学納金等の滞納者は、定期試験の受験資格を失い、各種証明書の交付を受けること

ができなくなるので、注意すること。

〔6〕教科書・実習器材の購入について

教科書・実習器材などの購入通知は、毎年、3月下旬・9月上旬に、送付する。なお、

購入申し込みは、大学内売店㈱モリタを通して、当該学年・実習科目に関する実習器材

｢申込書｣、「明細書」を送付するので、期限までに申し込むこと。

〈通知時期〉

〔7〕その他の注意事項

(1)掲示について

学生に対する公示、告示、行事予定・時間割の変更、休講、試験時間割など学習

上の周知事項については、すべて記念館前歯学部掲示板に掲示発表するので、自己

責任において、注意して掲示板を良く見ること。

(2)問い合わせについて

緊急を要する場合以外の歯学部教学課への電話による問い合わせには応じない。

成績はもちろんのこと掲示発表した内容については、間違いのもとになるので、一

切応じないので、歯学部教学課窓口で問い合わせること。

(3)自動車・オートバイでの通学（構内乗入れ）禁止について

本学構内での安全確保と近隣住民への迷惑駐車・駐輪防止のため、自動車・オー

－30－

納入区分 納入通知 納入期限 延納期限

全納・分納1回目 3月下旬 4月末日 6月末日

分納2回目 8月下旬 9月末日 11月末日

1年生 2年生 3年生 4年生

前

期

教科書

実習器材

3月下旬

3月下旬

3月下旬

3月下旬

3月下旬

3月下旬

3月下旬

3月下旬

後
期
教科書

実習器材

－

－

9月上旬

－

9月上旬

9月上旬

9月上旬

9月上旬



トバイによる通学および構内への乗入れを禁止している。平成18年10月より、これ

に関する懲戒規程が制定され、これに違反した者は、処分対象になるので注意する

こと。（Ⅶ、学内諸規程p､63参照）

(4)盗難防止について

教科書・実習器材、貴重品などの所持品は、ロッカー室・実習室などで盗難に遭

わないよう、自己責任において管理を怠らないこと。

(5)「開放自習室」の利用について

多くの学生より、図書館の開館時間の延長や放課後に勉強のできる教室の利用等

の要望があり、記念館2階の「セミナー室2－3．2－4」並びに記念館3階の

｢セミナー室3－3．3－4」を自習室として学生に開放している。利用に当たって

は下記事項に留意し、利用すること。

なお、学内行事等で利用ができない場合がある。その際には速やかに所定の掲示

板で周知するので、必ず掲示をよく確認して利用すること。
－

場所記念館2階セミナー室2－3

記念館3階セミナー室3－3

利用時間平日17:00～21:00

土曜13:00～18:00

連絡掲示1号館1階玄関ホール脇掲示板

記念館1．2．3階掲示板

４
４
－
－
２
３

留意事項

①私語を慎み、他の利用学生の妨げとならないこと。

②利用時間は厳守のこと。

③飲食物の持ち込み並びに飲食・喫煙禁止。

④所持品を机の上に放置したまま空席としないこと。

⑤携帯電話の電源を切ること。
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Ⅳざ学籍異動に関する事項



学籍異動に関する願書および手続きには次のようなものがある。

〔1〕休学願

病気その他やむを得ない理由により2カ月以上就学することができないときは、休学す

る理由を明記して、病気の場合は診断書を添え、正保証人連署でもって願い出て許可を受

け、当該年度内で休学することができる。当該年度とは、4月1日～翌年3月31日までの

期間内のことである。

■休学する場合は、次のことに注意すること。

(1)休学期間は理由の如何を問わず学年末（3月31日）までとする。

(2)休学期間が2カ年度にわたる場合は、年度ごとに願い出なければならない。

(3)休学期間は、引き続き2年を超えないこととし、通算して4年以内とする。

(4)休学期間は、在学期間に算入しない。

(5)健康上その他の理由により、休学が必要であると認めた場合には、休学を命ずるこ

とがある。

(6)次年度の復学については、2月に歯学部教学課より正保証人宛連絡する。

■休学した場合の学納金その他の納付金の取扱い。

(1)当該年度の4月末日までに1年間の休学願を提出し、5月末日までに休学を許可さ

れた場合、授業料および施設維持費の半額を免除する。その他の納付金は、全額を

納入する。

(2)当該年度の4月末日までに9月末日までの休学願を提出し、5月末日までに休学を

許可された場合、授業料の分納額の半額を免除する。

(3)当該年度の5月以降9月末日までの間に学年末までの休学願を提出し、10月末日ま

でに休学を許可された場合、授業料の分納額の半額を免除する。

〔2〕復学願

病気その他の理由で、休学した者が復学するときは、休学期間が満了する年度末1ヵ月

前までに正保証人連署でもって願い出て許可を受け、復学すること。病気による休学の場

合は、必ず診断書を添えること。復学は原則として年度始め（4月1日）からとすること。

〔3〕退学願

病気その他の理由で、退学しようとするときは、正・副保証人連署でもって願い出て許

可を受けなければならない。（学生証を返還のこと｡）

〔4〕在学期間

1．最長在学年数

(1)歯学部における修業年限は、6年と定められている。これに伴い、在学期間は修業
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年限の2倍の期間つまり12年を超えることができないとされている。最長在学年数

は、12年となる。

(2)編入学者（2年次）の在学期間は、12年から入学時の認定学年数（1年）を減じた

年数とする。つまり、11年となる。

(3)再入学者の在学期間は、入学を許可された学年までの経過年数を減じた年数とする。

2．留年措置に伴う在学期間

留年措置に伴う在学期間については、原則として同一学年において2年を超えない

ことと「歯学部試験規程第17条」に規定されている。ただし、休学期間を除く。

なお、在学期間は学則第7条により、12年間を超えることはできない。
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Ⅳ学校行事等



〔1〕歯学部解剖献体精霊供養法会

人体解剖が、医学の研究、教育にとって重要不可欠なことであり、これが、医学の進歩、

発達に貢献していることは、今さら言うまでもないことであろう。

さて、局部的な歯の疾患も、人体全体に関連する以上、この人体解剖が、医学の場合と

同様、歯学の研究、教育にとっても、重要不可欠なことは言うまでもないところである。

この解剖には、文部科学省の規定により義務づけられている正常解剖すなわち系統解剖

と、病理解剖とがあるが、いずれにせよ、篤志家の提供（献体）によったり、その他様々

の事情により提供された一つ一つの貴い遺体によって、解剖実習が、初めて可能になるこ

とを銘記しなければならない。

そこで、各歯科大学は、（医科大学も同様であるが）毎年、解剖献体精霊供養法会を催

して、遺体に対し感謝し、その霊を慰めている。

本学部も、毎年本山大祖堂において、「歯学部解剖献体精霊供養法会｣を催し、遺族を招

き、教職員、学生が参列し、しめやかな中にも、厳粛な法要が営まれている。

学生諸君は、この法要の主旨をよく理解し、これを契機に、一層学業に精進し、将来、

立派な歯科医師、あるいはまた歯学研究者となって、社会福祉の進歩、発達に貢献し得る

よう、誓いを新たにされたい。

このことが、精霊の真の供養になることと思うのである。
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〔2〕全日本歯科学生総合体育大会

全日本歯科学生総合体育大会（略称「歯学体｣）は、歯科学生間におけるスポーツの奨

励・発展及び相互の交流・親睦を図り、スポーツを通じて人間形成に寄与することを目的

として、1968年「全日本歯科学生体育連盟」が結成され、全国の国公私立歯科大学29校が

参加して、毎年冬期（3部門）・夏期（23部門）の2期に分かれて、下記26部門（種目）

にわたって開催されている。

本学歯学部は、第13回・第36回大会の事務主管を務めた。なお、歯学体については歯学

部教学課で取扱っている。第48回歯学体は、東京医科歯科大学が事務主管校となり、既に

冬期部門大会は終了し、本年7～8月に夏期部門が開催される。本学部からは、冬期3部

門、夏期17部門が参加予定である。

<冬期部門〉

ラグビー・フットボール…………………12月下旬開催

アメリカン・フットボール、スキー……3月中旬開催

く夏期部門〉

硬式野球、準硬式野球、硬式庭球、ソフトテニス、サッカー、ゴルフ、

卓球、バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ボウリング、

柔道、剣道、弓道、空手道、少林寺拳法、日本拳法、アーチェリー、

陸上競技、水泳、ヨット、漕艇、フットサル…………7月下旬～8月中旬開催
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〔1〕長尾学術奨励賞

長尾学術奨励賞は、初代歯学部長、故長尾優先生が、生前に拠出された基金によっ

て1974年（昭和49年)7月に制定され、歯学部学生で6年間を通して、人物、成績がとも

に優秀な者に対して、卒業時に賞状と記念品が贈られるものであり、1975年度（昭和50年

度）第1回卒業生から実施されている。

〔2〕石川学術奨励賞

石川学術奨励賞は、二代歯学部長、故石川堯雄先生の志により拠出された基金によっ

て1990年（平成2年)2月に制定され、歯学部学生で特に人物ならびに専門科目の成績が

ともに優秀な者に対して、卒業時に賞状と記念品が贈られるものであり、1989年度（平成

元年度）第15回卒業生から実施されている。
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Ⅵ歯科医師国家試験､

臨床研修制度・進路



〔1〕歯科医師国家試験

歯学部を卒業した者に対して、歯科医師国家試験の受験資格が与えられるが、この国家

試験に合格し、厚生労働大臣から、歯科医師免許証を交付されて、初めて歯科診療に従事

することができる。

歯科医師国家試験は、臨床上必要な歯科医学および口腔衛生に関して、歯科医師として

具有すべき知識および技能について行うもの（｢歯科医師法第9条｣）とされ、今年は1月

下旬に実施された。

また、次に掲げる関連法規を熟読し、在学中に交通事故等も含めて違法行為を起こし、

歯科医師免許の交付申請ができないことのないよう日常生活に十分注意すること。

歯科医師法（抜粋）

［免許の絶対的欠格事由］

第三条未成年者、成年被後見人又は被保佐人には、免許を与えない。

［免許の相対的欠格事由］

第四条次の各号のいずれかに該当する者には、免許を与えないことがある。

一心身の障害により歯科医師の業務を適正に行うことができない者として厚

生労働省令で定めるもの（嬢下記注意事項参照）

二麻薬、大麻又はあへんの中毒者

三罰金以上の刑に処せられた者

四前号に該当する者を除くほか、医事に関し犯罪又は不正の行為のあった者

(鶏注意事項）

歯科医師法施行規則（抜粋）

（法第四条第一号の厚生労働省令で定める者）

第一条歯科医師法（昭和二十三年法律第二百二号。以下「法」という｡）

第四条第一号厚生労働省令で定める者は、視覚、聴覚、音声機能若しくは言語

機能又は精神の機能の障害により歯科医師の業務を適正に行うに当たって必要

な認知、判断及び意思疎通を適切に行うことができない者とする。
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〔2〕臨床研修制度・進路

歯科医師臨床研修については、平成18年4月より歯科医師の資質の更なる向上を図るた

め新歯科医師臨床研修制度がスタートし、歯科医師免許取得後、大学病院等で1年以上の

臨床研修を受けることが必修化された。

したがって、大学卒業後、大学院の臨床系講座へ進学する場合、又は医局員や勤務医等

へ就職を希望する場合には、歯科医師臨床研修を修了していることが必須となる。

本学歯学部附属病院における歯科医師臨床研修プログラム等は附属病院ホームページに

掲載してあるので参照すること。

http://www.tsurumi-univ-dental-hospital.jp/study

<臨床研修修了後の進路〉

1．大学に勤務する場合

（1）本学の教員、臨床専科生等を希望する場合は、希望する研究室に問い合わせるこ

と。ただし、研究室によっては、公募する場合もある。

（2）他大学の教員、医局員等を希望する場合は、歯学部教学課窓口で募集要項を見て、

応募方法を調べること。ただし、すべての大学から、募集要項が来ているとは限ら

ないので、歯学部教学課に募集要項がない場合は、各自、希望する大学に問い合わ

せること。

2．進学する場合

（1）本学の大学院生、専攻生として入学を希望する場合は、所定の入学願書により、

歯学部教学課に申し込むこと。

（2）他大学の大学院生、専攻生等として入学を希望する場合は、歯学部教学課窓口で

募集要項を見ること。

3．歯科医院、病院歯科等に就職を希望する場合

キャリア支援課にある求人票により、各自希望する勤務先を選択すること。

以上が卒業後の進路及びこれらに関連する手続の概要ですが、研修、就職、又は進学等

いずれの場合においても、まず、自己の性格、能力、素質、適性等をよく見究め、具体的

な将来計画とも考え併せ、就職担当の教授とよく相談し、最終的には、自らの判断によっ

て、自己の進路を決定するのが望ましいと思われます。

なお、6月頃、6年生に対して「卒後研修説明会」を実施している。
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Ⅷ《掌磁調翻塞



1歯学部試験規程

(主旨）

第1条この規程は、鶴見大学歯学部において行う授業科目の試験（以下「試験」という）

に関する必要な事項を定めるものとする。

(試験の種類）

第2条試験の種類は、定期試験・追試験・再試験及び未修得試験とする。

2前項の試験のほか、登院試験・臨床実習I試験・総合歯科医学試験を実施する。

(定義）

第3条定期試験とは、履修した学科目について、各期末に定期的に実施する試験をいう。

2総合歯科医学I試験は第1学年において、総合歯科医学Ⅱ試験は第2学年におい

て、総合歯科医学Ⅲ試験は第3学年において、それぞれ開講している学科目を統合

した当該科目に対して実施する試験をいう。ただし、総合歯科医学I試験は平成22

年度第1学年より、総合歯科医学Ⅱ試験は平成23年度第2学年より、総合歯科医学

Ⅲ試験は平成24年度第3学年より適用する。

3登院試験とは、臨床実習を行い得る資格を問うもので、第4学年後期に実施する

試験（共用試験:CBT,OSCE)をいう。登院試験の内規は別に定める。

4臨床実習I試験とは、第5学年における臨床実習の到達度を判定する試験をいう。

臨床実習I試験の内規は別に定める。

5総合歯科医学V試験とは、第6学年において歯学部での教育課程を修了するに相

応しい資格を総合的に評価するための試験である。総合歯科医学V試験の内規は別

に定める。

6追試験とは、疾病その他やむを得ない事由により定期試験、総合歯科医学I．

Ⅱ．Ⅲ試験、登院試験及び臨床実習I試験を欠席した者について、願い出により定

期試験は担当教員、総合歯科医学I．Ⅱ．Ⅲ試験、登院試験、臨床実習I試験は各

試験委員長の許可を得て実施する試験をいう。

7再試験とは、定期試験において不合格となった学科目について、願い出により担

当教員の許可を得て実施する試験をいう。

また、総合歯科医学I．Ⅱ．Ⅲ試験、登院試験、臨床実習I試験が不合格の場合

には、願い出により各試験委員長の許可を得て実施する試験をいう。

8未修得試験とは、定期試験、総合歯科医学I･Ⅱ．Ⅲ試験において単位の修得が

認められなかった学科目について、願い出により担当教員の許可を得て実施する試

験をいう。

(試験の方法）

第4条試験は、筆答試験・口答試験・レポート及び製作品の提出、その他担当教員が適

当と認める方法によりこれを実施する。

(試験の実施時期）

第5条定期試験は、履修学科目について各期末に期間を定め原則として60分で実施する。
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ただし、担当教員が適当と認めた時はこの時間に限らない。

2第1学年に行われる総合歯科医学I試験、第2学年に行なわれる総合歯科医学Ⅱ

試験、第3学年に行なわれる総合歯科医学Ⅲ試験は期間を定めて実施する。

3第5学年に行われる臨床実習I試験は期間を定めて実施する。

4第6学年に行われる総合歯科医学V試験は期間を定めて実施する。

5追試験・再試験・未修得試験は、試験終了後適当な期間を定めて実施する。

(試験の公示）

第6条試験の時間割等、実施に関する事項はあらかじめ公示する。

(定期試験・登院試験・臨床実習I試験・総合歯科医学V試験の受験資格）

第7条定期試験は、いかなる科目でも講義科目においては総授業時間数の4分の3以上、

実習・実技科目においては総授業時間数の5分の4以上、臨床実習においては総授

業日数の5分の4以上出席した者でなければ受験することができない。

ただし、学生清規第15条第1項の忌引による欠席の場合は、所定の期間内に限り、

欠席時間数及び欠席日数に算入しない。

2第4学年において実施する登院試験は、前項により受験失格科目がある場合は受

験することができない。また、登院試験は「総合歯科医学Ⅳ」の総授業時間数の4

分の3以上、「統合臨床基礎実習」の総授業時間数の5分の4以上出席した者でな

ければ受験することができない。

3総合歯科医学V試験は、総授業時間数の4分の3以上出席した者でなければ受験

することができない。

4授業料その他の学納金の未納者は、受験することができない。

(追試験・再試験の受験願及びその許可）

第8条追試験・再試験及び未修得試験を受験する者は、当該試験の受験前までに次の手

続きにより許可を得なければならない。

追試験一追試験受験願に事由書（疾病の場合には医師の診断書）を添えて所定の

申込用紙により、定期試験については担当教員、総合歯科医学I．Ⅱ．

Ⅲ試験、登院試験及び臨床実習I試験については各試験委員長の許可を

得て歯学部教学課に提出するものとする。

なお、追試験受験願書の提出は、原則として試験欠試後、1週間以内と

する。

再試験・未修得試験

一所定の願出用紙により、定期試験については担当教員、総合歯科医学

I･n･Ⅲ試験、登院試験及び臨床実習I試験については各試験委員長

の許可を得て歯学部教学課に提出するものとする。

2追試験・再試験・未修得試験欠席者に対しては、教授会の議を経て更に試験を受

験させることができる。

(試験監督）

第9条試験の監督は、原則として担当教員が行う。
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(受験心得）

第10条試験開始10分前には指定された座席に着席し、学生証を提示しなければならない。

また、試験開始時間に遅刻し、試験開始後20分を経過した場合、試験場に入室する

ことができない。なお、試験場に入った者は、試験開始後、30分を経過するまでは、

退出することができない。

(成績の評点及び評語）

第ll条成績の評点は、シラバスの評価基準に基づき行う。ただし、担当教員が適当と認

めたときは、平素の学習成績を参考にすることができる。

2成績の評語は、次のとおりとし、可以上を合格、不可を不合格とする。

優（80点～100点）

良（70点～79点）

可（60点～69点）

不可（59点以下）

ただし、追試験・再試験・未修得試験の評点は80点を最高点とする。

3前項の規定にかかわらず、登院試験、臨床実習I試験、総合歯科医学V試験の成

績評点については、別に定める。

4進級（第6学年にあっては卒業）を認定された者には、学則に基づき、所定の単

位を認定する。

(追試験・再試験・未修得試験の受験手数料）

第12条追試験及び再試験・未修得試験を受験する者は、第8条に規定するもののほか次

の受験手数料を必要とする。

ただし、学生清規第15条第1項の忌引を事由とする追試験受験者は免除する。

追試験受験料1,000円（1科目）

再試験・未修得試験受験料2,000円（1科目）

(進級及び単位認定等について）

第13条進級・留年・退学等は、教授会において毎年度、各学年で判定する。

第14条当該学年において、下記の(1)～(5)の進級要件を満たした場合には、進級を認定する。

ただし、第7条第1項により、当該学年履修学科目において受験失格科目がある場

合には、進級できないものとする。

なお、以下の進級要件に係る合格科目数は、カリキュラム改訂ごとに毎年度見直

しを行うこととする。

(1)第1学年から第2学年への進級要件

第1学年において、修得すべき35科目のうち32科目以上の科目に合格した者。

（2）第2学年から第3学年への進級要件

第1学年で修得すべきすべての科目に合格し、第2学年において修得すべき32

科目のうち29科目以上の科目に合格した者。

（3）第3学年から第4学年への進級要件
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第2学年までに修得すべきすべての科目に合格し、第3学年において修得すべ

き34科目のうち31科目以上の科目に合格した者。

ただし、衛生学・口腔保健学実習、保存修復学実習I，歯内療法学実習、全部

床義歯補綴学実習、部分床義歯補綴学実習Iの合計5科目は合格しなければなら

ない。

（4）第4学年から第5学年への進級要件

第3学年までに修得すべきすべての科目に合格し、第4学年において修得すべ

き32科目並びに、登院試験において総合歯科医学Ⅳ並びに統合臨床基礎実習に合

格した者。

なお、CBT及びOSCEの両試験とも合格しなければ、登院試験の合格は認めら

れない。また、各学年において修得すべき科目に合格してない場合は、登院試験

の成績を無効とする。

（5）第5学年から第6学年への進級要件

第5学年までに修得すべき科目に合格し、臨床実習Iを履修した上で、臨床実

習I試験に合格しなければならない。

2単位認定は、教授会の審議を経て、学年末に進級（第6学年にあっては卒業）

を認定された者に、合格した科目の単位を認定する。

3進級した者のうち、未修得科目のある者は、未修得試験に合格のうえ、当該科

目の単位を修得しなければならない。

(卒業認定について）

第15条第5学年までに修得すべきすべての科目の単位を修得した者で、第6学年におい

て臨床実習Ⅱ及び総合歯科医学Vに合格し、所定の修業年限以上在学した者は、教

授会の審議を経て、卒業認定を行う。

(試験成績並びに単位認定の通知）

第16条受験科目の試験成績結果は、当該授業の試験が終了する学期末に学生並びに保証

人宛通知する。

2単位認定の結果通知は、学年末に学生並びに保証人宛通知する。

(留年）

第17条次のいずれかに該当する場合は、教授会の審議を経て、留年とする。

（1）各学年の進級要件を満たさない場合。なお、各学年の進級（第6学年にあって

は卒業）要件並びに修得すべき単位数の科目については、第14条を参照のこと。

（2）第7条第1項により、当該学年履修学科目において受験失格科目がある場合。

2留年となった者は、原級に留まり、当該学年に開講される授業科目を全て再履修

し、当該学年の進級（第6学年にあっては卒業）要件を充足しなければならない。

3留年措置に伴う在学期間は、原則として同一学年において2年を超えないことと

する。ただし、休学期間は算入しない。なお、在学期間は学則第7条により、12年

間を超えることはできない。
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4前項の規定にかかわらず、編入学者及び再入学者については、別に定める。

5休学期間は、学則第27条により当該年度内とし、引き続き2年を超えないことと

し、通算で4年以内とする。

(退学）

第18条進級判定の結果、留年した者のうち、第17条第3項の在学期間を超えた者は、学

則第54条第2項(2)に基づき、教授会の議を経て退学とする。

(不正行為の措置）

第19条試験に関して不正行為を行った者は、学則第54条に基づき、教授会の識を経て懲

戒する。

2不正行為をなした者は、教授会の議を経て、その期の全科目の成績を零点とする。

附則

本規程は、平成5年4月1日から施行する。

本規程は、平成5年度第1学年より適用する。

平成7年4月1日一部改正

平成9年4月1日一部改正

平成11年4月1日一部改正

平成13年4月1日一部改正

平成14年4月1日一部改正

平成15年4月1日一部改正

平成16年4月1日一部改正

平成17年4月1日一部改正

平成18年4月1日一部改正

平成19年4月1日一部改正

平成20年4月1日一部改正

平成21年4月1日一部改正

平成22年4月1日一部改正

ただし、第3条2項並びに第5条2項は、平成22年度第1学年より適用する。

平成23年4月1日一部改正

平成24年4月1日一部改正

平成25年4月1日一部改正

平成26年4月1日一部改正

平成27年4月1日一部改正
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2受験心得

いずれの科目でも、総授業時間数の、講義においては3／4以上、実習・実技におい

ては4／5以上、臨床実習においては総授業日数の4／5以上出席していなければ、

受験することができない。

選択科目については、正規の手続きを経て履修登録をした科目でなければ受験するこ

とができない。

授業料その他の学納金の未納者は、受験することができない。

学納金を納入し、定期健康診断を受診した者には、定期試験1週間前に学生証に検印

を実施し、その検印を受けなければ定期試験を受けることができない。

追試験及び再試験を受験する場合は、あらかじめ所定の手続きを経て受験しなければ

ならない。

試験中は、試験監督者の指示に従わなければならない。

試験中は、指定された席につき、学生証を机上に提示しなければならない。

学生証を忘れた学生は、試験前に歯学部教学課で｢仮受験票｣の交付を受け、机上に提

示すること。なお、手数料は1,000円とする。

試験開始10分前に指定された座席に着席すること。試験に遅刻した者は、試験開始後

20分を経過した場合、試験場に入室することができない。

試験場に入室した者は、試験開始後、30分を経過するまでは、退室することができな

いo

試験場には、学生証、筆記用具のみ机上に置き、あらかじめ持ち込みを許可されたも

のを除いては、教科書、参考書、辞書、ノート、下敷、携帯電話などの電子機器や、

撮影・録音機能を有するもの等、不要のものはいっさい携行してはならない。これに

従わない場合は、不正行為とみなす。

試験中、不正行為をなした者は、受験が停止され、教授会の議を経てその期の全科目

の成績を零点とする。
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3鶴見大学歯学部転入学規程

第1条この規程は、鶴見大学学則（以下「学則」という｡）第29条第2項に基づき、鶴

見大学歯学部へ転入学を希望する者の取り扱いについて、必要な事項を定めるこ

とを目的とする。

第2条転入学とは、他の歯科大学を中途退学し、鶴見大学歯学部に転入することをいう。

この場合において、中途退学した他の歯科大学に在籍していた原学年以下に転入

するものとする。

第3条転入学は、欠員のある場合に限り、歯学部教授会の審議を経て、学長が許可する

ものとする。

第4条転入学の時期は、学年の始めとする。

第5条転入学を希望する者は、次の各号の書類に入学検定料を添えて、願い出るものと

する。

（1）転入学願書

（2）在籍証明書（在学していた大学のもの）

（3）成績証明書（在学していた大学のもの）

（4）健康診断書

第6条転入学の選考方法は、筆記試験、面接試験及び書類審査によるものとする。

第7条転入学に関する入学検定料及び学納金等は、当該入学年度の新入学生に準ずるも

のとする。

第8条転入学後、所定の年限を在学した者は、学則第6条の修業年限を在学したものと

する。

第9条転入学を許可された者の在学期間は、学則第7条に定める在学期間から入学を許

可された学年までの経過年次を減じた年数とする。

附則

この規程は、昭和61年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成3年9月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成5年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成22年1月15日から施行する。

附則

1この規程は、平成27年4月1日から施行する。

2この規程の施行に伴い、昭和61年4月1日施行の歯学部転入学規程は廃止する。
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4鶴見大学歯学部編入学規程

第1条この規程は、鶴見大学学則（以下「学則」という。）第31条第2項に基づき鶴見

大学歯学部へ編入学を希望する者の取り扱いについて、必要な事項を定めること

を目的とする。

第2条編入学とは、大学の卒業者が、鶴見大学歯学部の第2学年へ編入することをいう。

2前項の規定にかかわらず、鶴見大学短期大学部歯科衛生科（3年制）の卒業者

は、鶴見大学歯学部の第2学年へ編入することができる。この場合における内

規は、別に定める。

第3条編入学は、欠員のある場合に限り、歯学部教授会の審議を経て、学長が許可する

ものとする。

第4条編入学の時期は、学年の始めとする。

第5条編入学を希望する者は､次の各号の書類に入学検定料を添えて願い出るものとする。

（1）編入学願書

（2）成績証明書（出身大学のもの）

（3）卒業証明書（出身大学のもの）

第6条編入学の選考方法は、筆記試験、面接試験及び書類審査によるものとする。

第7条編入学に関する入学検定料及び学納金等は、当該入学年度の新入学生に準ずるも

のとする。

第8条編入学後所定の年限を在学した者は､学則第6条の修業年限を在学したものとする。

第9条編入学を許可された者の在学期間は、学則第7条に定める在学期間から入学時の

認定学年数（1年）を減じた年数とする。

附則

この規程は、昭和61年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成3年9月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成5年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成18年4月1日から施行する。

附則

lこの規程は、平成27年4月1日から施行する。

2この規程の施行に伴い、昭和61年4月1日施行の歯学部編入学規程は廃止する。
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5鶴見大学歯学部再入学規程

この規程は、鶴見大学学則（以下「学則」という｡）第32条第2項に基づき、鶴見

大学歯学部へ再入学を希望する者の取り扱いについて、必要な事項を定めること

を目的とする。

再入学とは、鶴見大学歯学部の学生であったもので、正当な理由により退学して

いた者が、再び入学することをいう。

再入学は、欠員のある場合に限り、歯学部教授会の審議を経て、学長が許可する

ものとする。

再入学の時期は、学年の始めとする◎

再入学の学年は、退学する前に在籍していた原学年以下の学年とする。

再入学を希望する者は､次の各号の書類に入学検定料を添えて願い出るものとする。

(1)再入学願書

(2)成績証明書（最終学年までのもの）

再入学の選考方法は、面接試験及び書類審査によるものとする。

再入学に関する入学検定料及び学納金等は、当該入学年度の新入学生に準ずるも

のとする。

再入学後、所定の年限を在学した者は、学則第6条の修業年限を在学したものと

する。

再入学を許可された者の在学期間は、学則第7条に定める在学期間から入学を許

可された学年までの経過年数を減じた年数とする。

経過年数における1年未満の端数は、切捨てるものとする。

第1条

第2条

第3条

条
条
条

４
５
６

第
第
第

条
条
７
８
第
第

第9条

第10条

2

附則

この規程は、昭和61年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成3年9月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成5年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成18年4月1日から施行する。

附則

1この規程は、平成27年4月1日から施行する。

2この規程の施行に伴い、昭和61年4月1日施行の歯学部再入学規程は廃止する。
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6鶴見大学歯学部専攻生規程

(趣旨）

第1条この規程は鶴見大学学則第47条第2項の規定に基づき、鶴見大学（以下「本学」

という｡）の歯学部専攻生（以下｢専攻生｣という｡)について、必要な事項を定め

ることを目的とする。

(目的）

第2条専攻生は、本学歯学部教授の指導を受け特に専門学科について、高度の研究を行

うことを目的とする。

(資格）

第3条専攻生として入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。

（1）歯科大学又は大学歯学部を卒業した者（ただし、臨床学科目を専攻する者は

歯科医師免許証を有する者とする｡）

（2）外国において歯学課程を修了した者

（3）医科大学又は大学医学部を卒業した者（ただし、基礎学科目及び口腔顎顔面

外科学、口腔内科学、歯科麻酔学、口腔顎顔面放射線・画像診断学を専攻す

ることができる。なお、口腔顎顔面外科学、口腔内科学、歯科麻酔学、口腔

顎顔面放射線・画像診断学を専攻する者は、医師免許証を有する者とする｡）

（4）その他本学において前号に規定するものと同等以上の学力があると認められ

た者

(研究期間）

第4条専攻生の研究期間は、1年以上とする。

2専攻生の研究期間は、入学を許可された日から起算する。ただし、休学の期間は

算入されない。

(入学期）

第5条専攻生の入学期は学期の始めとし、学期は次の前期と後期に分ける。

前期自4月1日至9月30日後期自10月1日至3月31日

(入学）

第6条専攻生として入学しようとする者は、本学所定の入学願書、卒業証明書を添え、

学長に願い出なければならない。

2専攻生の入学は、指導教授がこれを選考し、歯学部教授会の審議を経て、学長が

許可する。

3学長は、前号の規定により、入学を許可した場合には、所定の入学許可書を交付

する。

(退学）

第7条退学しようとする者は、指導教授を経て退学願を学長に提出するものとする。

2専攻生で研究の成果が挙がらないと認められたときは、指導教授の申出により学

長は退学を命ずることができる。

(論文）

第8条専攻生は、本学学位規程第3条第4項の定めるところにより、所定の期間、研究

に従事し、その研究による論文を本学に提出し、博士（歯学）の学位を請求する

ための審査を申請することができる。
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(納付金）

第9条専攻生として、入学を許可された者は、許可された日から10日以内に次の各号の

納付金を納入するものとする。

（1）入学金300,000円（入学時のみ）

（2）授業料700,000円（年額）〔授業料は前期・後期（4月・10月）に350,000円ず

つ分納することができる。ただし、後期に入学した者は、その年度の授業料

は半額(350,000円）とする｡〕

（3）施設設備費300,000円（入学時のみ）〔ただし、本学卒業者及び本学に教員と

して在職した者からは徴収しない｡〕

2休学者が1学期を通じ休学した場合に限り、その期の授業料は徴収しない。

3既納の納付金は、返戻しない。

4専攻生の研究に要する費用は、各自の負担とする。

(学部学生の規程の準用）

第10条専攻生には、この規程のほかすべて本学学則を準用する。

(規程の改廃）

第11条この規程の改廃は、歯学部教授会の審議を経て、学長が決定する。

附則

この規程は、昭和53年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、昭和54年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成元年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成3年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成3年9月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成5年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成7年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成ll年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成17年4月1日から施行する。

ただし、第9条は平成17年度入学者から適用する。

附則

この改正規程は、平成23年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成27年4月1日から施行する。
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7鶴見大学外国人留学生規程

(目的）

第1条この規程は、鶴見大学学則第50条第2項の規定に基づき、鶴見大学（以下「本学」

という｡）へ入学を希望する外国人留学生の取り扱いについて、必要な事項を定

めることを目的とする。

(定義）

第2条外国人留学生とは、日本に国籍を有しない者で、本学において教育を受ける目的

をもって入学を志願し、学長が入学を許可した者をいう。

(志願の資格）

第3条外国人留学生として、本学へ入学を志願する者は、次の資格を有するものとする。

（1）外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる

者で文部科学大臣の指定したもの

（2）その他、前号の資格に準ずる者で、本学が認めたもの

(出願手続）

第4条前条により志願する者は、次の各号に掲げる書類に、入学検定料を添えて願い出

るものとする。

（1）入学願書

（2）履歴書

（3）成績証明書（最終卒業学校のもの）

（4）卒業証書（写）（最終卒業学校のもの）

（5）健康診断書

2前項のほか、必要と認める場合は、旅券又は在留カードの写し等の提出を求める

ことがある。

(選考及び入学許可）

第5条外国人留学生の選考は、当該学部教授会が行い、当該学部教授会の審議を経て、

学長が入学を許可する。

(入学手続）

第6条前条により、入学を許可された者は、所定の期日までに手続きを完了しなければ

ならない。

(規程の準用）

第7条この規程に定めるもののほか、外国人留学生には、本学の学則その他学内諸規程

を準用する。

附則

この規程は、昭和61年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成3年9月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成5年4月1日から施行する。

附則

この改正規程は、平成23年4月1日から施行する。

附則

lこの規程は、平成27年4月1日から施行する。

2この規程の施行に伴い、昭和61年4月1日施行の外国人留学生規程は廃止する。
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8鶴見大学自動車及びオートバイ通学者に対する懲戒規程

(目的）

第1条この規程は、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部（以下「本学」という｡）の学生が、

本学の学内及び周辺の駐車禁止の道路・私道又は自転車等放置禁止区域の歩道及

び私有地等において、自動車又はオートバイ（原動機付自転車を含む｡）により、

違法・迷惑な駐車又は駐輪を行った場合に、鶴見大学学則第53条、鶴見大学大学

院学則第35条及び鶴見大学短期大学部学則第40条に基づき、これを懲戒し、もっ

て本学学生、教職員及び近隣住民に対する騒音の防止、通行妨害等の防止と排除

に努め、併せて周辺地域の環境の改善・整備に努めることを目的とする。

(厳重注意）

第2条厳重注意は、違法・迷惑な駐車又は駐輪を行った学生（以下「当該学生｣という｡）

に対する注意・指導であり、次条で定める懲戒としないものとする。

2厳重注意は、教職員が行い、必要に応じて警備員に委託することができる。

3厳重注意は、本学が交付する厳重注意書を当該学生に通知することをもって行う。

当該学生が厳重注意書の受け取りを拒否した場合であっても、厳重注意を行った

ものとみなす。

4厳重注意に従わなかった氏名不詳者及び違法・迷惑な駐車又は駐輪については、

その自動車又はオートバイに厳重注意書を貼付することをもって、厳重注意を行

ったものとみなす。

(懲戒の種類及び適用）

第3条懲戒は、戒告、謹慎、停学及び退学とする。

2前項の懲戒は、厳重注意を受けた当該学生が、それに反し違法・迷惑な駐車又は

駐輪を行った場合に、これを行う。

(懲戒の決定及び通達等）

第4条懲戒は、当該学部教授会の議を経て、学長が行う。

2懲戒は、学内に告示するとともに、学生本人及び保証人に対して通告する。

(懲戒処分）

第5条懲戒は、次のとおりとする。

（1）当該学生が、第2条の厳重注意を受けた後、再び違法・迷惑な駐車又は駐輪

を行った場合には、戒告処分とする。

（2）前号の戒告処分を受けた者が、さらに違法・迷惑な駐車又は駐輪を行った場

合には、謹慎処分とする。

（3）前号の謹慎処分を受けた者が、さらにまた違法・迷惑な駐車又は駐輪を行っ

た場合には、停学処分とする。
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（4）前号の停学処分を受けた者が、それにもかかわらず、違法・迷惑な駐車又は

駐輪を行った場合には、退学処分とすることができる。

(学籍原簿の記載）

第6条懲戒は、学籍原簿に記載するものとし、厳重注意は、学籍原簿に記載しないもの

とする。

(事務の所管）

第7条この規程に関する事務は、学生支援センター事務部が所管する。

(その他）

第8条この規程に定めるものの他、必要な事項は、別に定める。

平成18年4月1日から施行し、平成18年10月1日より適用する。

附則

1．この規程は、平成18年4月1

2．平成24年4月1日一部改正
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9鶴見大学歯学会会則

第1章総則

第1条本会は鶴見大学歯学会と称し、その事務所は横浜市鶴見区鶴見2丁目1番3号

鶴見大学歯学部内におく。

第2条本会は歯学の進歩発展をはかることを目的とする。

第3条本会の目的を達するために次の事業を行う。

（1）総会、例会等の開催

（2）講習会、講演会等の開催

（3）学会誌｢鶴見歯学」(TsurumiUniversityDentalJournal)の発行

(4)その他総会ないし役員会が必要と認めた事業

第4条本会の事業年度および会計年度は毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

第2章会員

本会の会員は次の4種とする。

(1)正会員：鶴見大学歯学部同窓生、歯学部教職員、大学院学生、専攻生、臨

床専科生および本会の主旨に賛同する者

(2)準会員：歯学部専門課程在学生

(3)賛助会員：本会の主旨に賛成し、特別の援助を供与した者で、評議員会の承

認を得た者

(4)名誉会員：本会の発展に特に顕著な功績があり評議員会の推薦する者

本会会員は、自己の研究業績等を学会または｢学会誌｣上に発表することができる。

すべての会員は｢学会誌｣の配布を受ける。

正会員、賛助会員および準会員は毎年度所定の会費を納入しなければならない。

会員で特別の功績のあった者を本会の名において表彰することができる。

会員が次の各号の一つに該当したときは、評議員会の議決を経て会長がこれを除

名することができる。

(1)会費を滞納し、かつ催告に応じないとき

(2)本会の名誉および信用を傷つける行為があったとき

第5条

条
条
条
条
条

６
７
８
９
ｍ

第
第
第
第
第

第3章役員

第11条本会の次の役員をおく。

（1）会長：1名

（2）副会長：1名

（3）評議員：若干名
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（4）幹事：若干名

（5）監査：2名

第12条会長は本学歯学部長がこれに当たり、本会を代表し、本会最高の責に任じ、会務

を総理する。

第13条副会長以下全役員の任期は2年とする。ただし再任をさまたげない。

第14条副会長は評議員の互選により選出し、会長を補佐し、会長事故ある場合、会長の

職務を代行する。

第15条評議員は次のものをもってあて、会長がこれを委嘱し本会の運営に必要な事項を

審議する。

（1）鶴見大学歯学部各講座の教授、准教授のうちから推薦された者

（2）評議員会から推薦された会員

第16条幹事は評議員の互選により選出し、庶務、会計、集会、編集の任務を分担処理する。

第17条監査は評議員のなかから会長が指名し、鶴見大学歯学会の事業、および会計の監

査を行う。

第4章会計

第18条本会の会計は、会計担当幹事により管理運営され、鶴見大学の補助金、会費、寄

付金、前年度よりの繰越金その他の収入等でまかなわれる。

第19条本会の会費は評議員会で別に定める。

第5章雑則

第20条本会会則に明示されていない事柄については、会長の責任において評議員会で審

議決定することができる。

第21条本会会則を変更しようとする場合は、総会の議決を要する。

ｌ正正改改
行
部
部

施
一
一

日
日
日

５
型
１

月
月
月

７
６
４

年
年
年

０
２
９

５
５
１

和
和
成

昭
昭
平Ｉ
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Ⅷ?災害･事故等への対応



気象警報又は大規模地震の警戒宣言等が発令された場合、並びに自然災害や交通ストラ

イキによって交通機関の運行が停止した場合の授業・試験は、原則として以下のとおり取

り扱います。

1．各種気象警報発令時の取扱

対象となる警報並びに条件

神奈川県下に「暴風警報・大雨警報・洪水警報」が同時に発令された場合及び「大

雪警報」「暴風雪警報」又は「特別警報」が発令された場合、下記の基準を適用する。

授業･試験の実施基準

【警報解除時刻】 【授業・試験の取扱】

午前7時までに警報が解除された場合 平常どおり実施

午前11時までに警報が解除された場合
1．2時限目は休講・試験延期とし、

3時限目から実施

午後1時までに警報が解除された場合
1．2．3時限目は休講・試験延期

とし、4時限目から実施

午後1時を過ぎても警報が解除されない場合 全時限休講・試験延期

※授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決定し、掲

示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページヘの掲載を含む）や緊急放送

等を以って速やかに通知しますので、これに従ってください。

2．交通機関運行停止時の取扱

対象となる交通機関

下記2線のいずれも不通となった場合のみ、下記の基準を適用する。

JR京浜東北線・根岸線（東京～大船間）

私鉄京浜急行線（品川～三崎口間）

授業･試験の実施基準

【運行開始時刻】 【授業・試験の取扱】

午前7時までに運行開始された場合 平常どおり実施

午前11時までに運行開始された場合
l･2時限目は休講・試験延期とし、

3時限目から実施

午後1時までに運行開始された場合
1．2．3時限目は休講・試験延期

とし、4時限目から実施

午後1時を過ぎても不通の場合 全時限休講・試験延期

※授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決定し、掲

示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページヘの掲載を含む）や緊急放送

等を以って速やかに通知しますので、これに従ってください。
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3．東海大地震等警戒宣言発令時の諸注意

すでに承知のとおり、東海大地震等発生の危険性が報道されています。これに備えて、

地震発生が予知された場合には「大規模地震対策特別措置法」に基づき、地震予知の警戒

宣言が発令されることになります。

この警戒宣言が発令された場合には、次の心構えで行動してください。

警戒宣言発令の伝達と授業・試験の取扱

発令の伝達全館に放送で発令されたことを伝達する。

授業・試験警戒宣言が発令された場合、下記の基準を適用する。

授業又は試験中の場合は打ち切りとし、警戒宣言発令中は休講とする。

【授業･試験の実施基準】

【警戒宣言解除時刻】 【授業・試験の取扱】

午前7時までに警戒宣言が解除された場合 平常どおり実施

午前11時までに警戒宣言が解除された場合
1．2時限目は休講・試験延期とし、

3時限目から実施

午後1時までに警戒宣言が解除された場合
1．2．3時限目は休講・試験延期

とし、4時限目から実施

午後1時を過ぎても解除されない場合 全時限休講・試験延期

授業・試験打ち切り後の行動について

①各教室で指示があるまで勝手に行動せず静かに待機する。実習．実技中の学生

は更衣し、所持品を持って本山大駐車場に集合する。

②火を使用している場合には直ちに消し、ガスを使用している場合には完全に栓

を閉める。

③各教室の出入口のドアを開ける。

④エレベーターの使用は厳禁する。

⑤交通機関の運行状況は、判明次第放送する予定。

⑥交通機関の状況により帰宅できないものは、指示により次の場所に所持品を持

って集合する。

文学部・短期大学部……5-101･102教室

歯学部…．．．………………大学記念館大学食堂

⑦警戒宣言発令と同時に交通が停止する地域からの通学生は、平素から家族と相

談のうえ、知人等臨時避難先を決めておき、帰宅できない場合の住所を、事前

に明確にしておくように心がけること。

4．地震発生時の措置

授業は打ち切りとします。各自持物をまとめ、放送や教職員の指示により速やかに避難

してください。避難場所：本山大駐車場。
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【地震発生時の心得】

①出入口のドアを開ける。

②窓ガラスから離れる。

③机の下に身体を入れるか、丈夫な物に身を寄せる。

④落下物に気をつけ頭部を守る。

⑤あわてて外に飛び出さない。

⑥本震は1分以内であるから、震動中は行動を起こさない。

⑦火災発生の恐れがあるので、直ちに火を消し、ガス・電気等のスイッチを切る。

⑧避難は指示により、避難順路に従い、特に階段は注意する。

⑨エレベーターの使用は厳禁する。

⑩本学の緊急避難場所は、本山大駐車場とする。

⑪ハンカチ、タオル等を携帯し、不安定な靴、サンダル等はなるべくさける。

【帰宅対策の準備】

大規模地震の発生により公共交通機関が停止すると、通勤・通学等で外出中の多くの

人々が帰宅困難になってしまいます。通常の交通手段が使えない場合を想定して、徒歩人々が帰宅困難になってしまいます。通常の交通手E

帰宅に備えた準備をしておきましょう。

また、横浜市は「パシフイコ横浜・国立大ホール」

場所として指定しています。

及び「横浜アリーナ」を一時宿泊

徒歩帰宅可否判断基準

下記項目に1つでも当てはまる場合、徒歩帰宅はお勧めできません。

・自宅までの距離が20km以上ある。

･2.5km/時で歩行した場合、帰宅予定時刻が日没以降となる。

・携帯電話等の通信機器を持っていない。

・自宅までの道のりをよく知らない（地図を持っていない)。

・自宅までのルートが通行制限区域及び火災発生地域になっている。

・同一方面の帰宅者がいない。

・通勤靴等の歩きやすい靴を履いていない。

日頃から携帯しておくと便利なもの

・簡易食料（チョコ、あめなど）

・医薬品（ばんそうこう・胃腸薬・解熱剤など）

・ハンカチ・タオル

・携帯充電池
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【災害用伝言ダイヤル（171)】

災害用伝言ダイヤル(171)は、地震など大災害発生時に安否確認などの電話が爆発

的に増加し、つながりにくい状況になった場合、提供されるサービスです。

加入電話（プッシュ回線、ダイヤル回線)、公衆電話、ISDN，携帯電話・PHS

や一部のIP電話、また災害時にNTTが避難場所に設置する特設公衆電話などから

「171」をダイヤルすることで利用できます。

伝言の録音方法－し
p●●●●●｡●●●●●●CcD●●－由●●■■■■■毎■■‐■

伝言の再生方法－し

利用方法

今録音の場合

-し再生の場合

回

や

回

自宅電話番号

(×××)×××－××××

安否情報を確認したい

相手の電話番号

(×××)×××－××××

5．防災訓練の実施

地震や火災等の災害はいつ起こるか分かりません。普段から地震への備えを行っておき

ましょう。地震時の「地域防災拠点」や「広域避難場所」について等、鶴見区の防災情報

は鶴見区役所のホームページに載っていますので確認しておいてください。また、「地震

発生時の心得」は学内だけでなく、学外においても役立ちます。熟知し、災害への心構え

をしっかり持つことが必要です。

本学では学内においての大規模地震発生とそれに起因して起こる火災発生を想定して防

災訓練を行っています。防災訓練は、毎年10月の第3木曜日2時限目に実施しています。

今年度は10月13日附です。在構中の学生は全員参加してください。

鶴見区役所ホームページ

http://www.city.yokohama.lg.jp/tsurumi/

暮らしのガイド＝＞防災・防犯＝防災
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